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一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
発
せ
ら
れ
た
市
川
市
の
安
全
都
市
宣
言

の
な
か
に
︑
以
下
の
文
言
が
あ
る
︒

市
川
市
は
文
化
都
市
で
あ
る
と
自
ら
誇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
︑
産

業
の
発
展
に
よ
っ
て
︑
こ
れ
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
極
力
防
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
︒
文
化
都
市
と
し
て
の
誇
り
を
守
る
こ
と

が
︑
市
民
の
生
命
尊
重
と
な
り
︑
産
業
文
化
の
伸
展
と
な
る
理
念
を

深
く
認
識
し
て
︑
本
市
に
お
け
る
各
安
全
組
織
の
総
合
的
連
携
を
は

か
り
︑
市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
市
民
の
安
全
意
識
の
高

揚
を
は
か
る
と
共
に
安
全
を
確
保
し
︑
明
る
く
住
み
よ
い
都
市
建
設

を
目
指
し
て
︑
こ
こ
に
市
川
市
を
安
全
都
市
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す

る
︒

こ
の
宣
言
に
も
あ
る
よ
う
に
︑
市
川
市
が
﹁
文
化
都
市
﹂
を
標
榜
し
て

い
る
こ
と
は
︑
市
の
刊
行
物
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︒
文
字
の
な
い
時
代
か
ら
の
歴
史
を
持
ち
︑
か
つ
て
は
ま
つ

り
ご
と
を
司
る
地
で
も
あ
っ
た
市
川
市
域
は
︑
江
戸
時
代
に
は
既
に
手
頃

な
行
楽
地
と
し
て
も
名
を
馳
せ
て
い
た
︒
江
戸
時
代
の
地
誌
で
︑
当
時
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
﹃
江
戸
名
所
図
会
﹄
に
も
市

川
市
域
は
江
戸
郊
外
の
遊
山
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

近
代
に
な
り
︑
市
川
市
は
︑
自
ら
を
﹁
文
化
都
市
﹂
と
し
て
発
信
す
る

よ
う
に
な
る
︒
他
の
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
︒﹃
市
勢
概
要　

昭
和
五
〇

年
﹄
の
教
育
の
項
目
で
は
︑

年
次
計
画
に
基
づ
い
て
︑
文
化
都
市
市
川
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境

を
整
備
す
べ
く
︑
新
設
校
の
開
校
︑
既
設
校
舎
の
増
改
築
な
ど
︑
義

務
教
育
諸
学
校
の
整
備
拡
充
に
努
め
る
と
同
時
に
︑
公
立
幼
稚
園
の

増
設
等
を
は
か
り
︑
学
校
運
営
の
充
実
を
期
し
て
い
る
︒

と
︑
市
川
市
に
文
化
都
市
と
い
う
こ
と
ば
を
冠
し
て
い
る
︒

第
一
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
︑
市
川
市
は
い
く
つ
か
の
都
市
宣
言
を
発

し
て
き
た
︒﹁
安
全
都
市
宣
言
﹂（
一
九
六
三
年
）︑﹁
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
﹂（
一
九
八
四
年
）︑﹁
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
都
市
宣
言
﹂（
一
九

九
四
年
）︑﹁
W
H
O
憲
章
の
精
神
を
尊
重
し
た
﹃
健
康
都
市
い
ち
か
わ
﹄

宣
言
﹂（
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
が
︑﹁
文
化
都
市
・
市
川
﹂
は
都
市
宣
言

で
は
な
く
︑
潜
在
的
に
標
榜
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
い
つ

か
ら
市
川
市
が
﹁
文
化
都
市
﹂
で
あ
っ
た
か
を
定
め
る
こ
と
自
体
は
あ
ま

り
意
義
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
本
章
で
は
文
化
を
︑
学
問
・
芸
術
・
宗

教
・
道
徳
な
ど
︑
主
と
し
て
精
神
的
活
動
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
（
三

省
堂
﹃
大
辞
林
﹄）
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
て
︑
市
川
市
に
暮
ら
す
市
民

の
文
化
に
関
わ
る
姿
と
向
き
あ
っ
て
み
た
い
︒
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幼稚園 26 百合台小学校

信篤幼稚園 27 富美浜小学校

大洲幼稚園 28 柏井小学校

南行徳幼稚園 29 大洲小学校

百合台幼稚園 30 幸小学校

新浜幼稚園 31 新井小学校

塩焼幼稚園 32 南新浜小学校

小学校 33 大野小学校

1 市川小学校 34 塩焼小学校

2 真間小学校 35 稲越小学校

3 中山小学校 37 大和田小学校

4 八幡小学校 38 福栄小学校

5 国分小学校 39 妙典小学校

6 大柏小学校 中学校

7 宮田小学校 1 第一中学校

8 冨貴島小学校 2 第二中学校

9 若宮小学校 3 第三中学校

10 国府台小学校 4 第四中学校

11 平田小学校 5 第五中学校

12 鬼高小学校 6 第六中学校

13 菅野小学校 7 第七中学校

14 行徳小学校 8 第八中学校

15 信篤小学校 9 下貝塚中学校

16 稲荷木小学校 10 高谷中学校

17 南行徳小学校 11 福栄中学校

18 鶴指小学校 12 東国分中学校

19 宮久保小学校 13 大洲中学校

20 二俣小学校 15 南行徳中学校

21 中国分小学校 16 妙典中学校

22 曽谷小学校 義務教育学校

23 大町小学校 1 塩浜学園

24 北方小学校 特別支援学校

25 新浜小学校 1 須和田の丘支援学校

注）「36 塩浜小学校」「14 塩浜中学校」は2015年に塩浜学
園に改組

（市川市ホームページ「市川市立幼稚園のページ」「市立小
中学校一覧」より作成）

第1節
特
色
あ
る
教
育
機
関

1　
市
川
市
域
の
学
校
開
設
の
流
れ

最
初
に
︑﹁
文
化
都
市
市
川
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
を
整
備
﹂（﹃
市

勢
要
覧　

昭
和
五
〇
年
﹄）
す
る
︑
と
そ
の
運
営
姿
勢
を
述
べ
て
い
る
教

育
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
︒

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
文
部
省
が
設
置
さ
れ
︑
翌
一
八
七
二
年
に

は
︑
太
政
官
よ
り
学
制
が
発
せ
ら
れ
た
︒
全
国
を
学
区
に
分
け
︑
学
区
ご

と
に
大
学
校
・
中
学
校
・
小
学
校
を
設
置
し
︑
す
べ
て
の
国
民
が
教
育
を

受
け
る
国
民
皆
学
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
︒
日
本
最
古
の
小
学
校
と
し
て

そ
の
校
舎
が
重
要
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
長
野
県
松
本
市
の
旧
開
智

学
校
や
︑
同
じ
く
校
舎
が
建
造
物
と
し
て
重
要
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い

る
静
岡
県
・
松
崎
町
の
旧
岩
科
学
校
は
︑
学
制
が
発
せ
ら
れ
た
翌
年
の
一

八
七
三
年
に
開
校
し
て
い
る
︒

市
川
市
立
小
学
校
の
開
校
状
況
を
み
て
み
る
と
（
第
1
章
1
︲
3
︲
61

参
照
）︑
旧
開
智
学
校
や
旧
岩
科
学
校
と
同
じ
一
八
七
三
年
に
開
校
し
て

〔6-1-1〕市川の市立学校（2017年）
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い
る
小
学
校
が
︑
八
幡
小
学
校
・
国
分
小
学
校
・
大
柏
小
学
校
・
行
徳
小

学
校
・
南
行
徳
小
学
校
の
五
校
あ
り
︑
市
川
小
学
校
が
翌
年
の
一
八
七
四

年
の
開
校
と
続
い
て
い
る
︒
現
在
の
市
川
市
域
全
域
で
比
較
的
早
い
時
期

か
ら
教
育
の
近
代
化
に
向
か
っ
て
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒

し
か
し
︑そ
の
後
︑戦
後
の
教
育
基
本
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
二
五
号
）

が
制
定
さ
れ
る
ま
で
に
開
校
し
た
小
学
校
は
︑
わ
ず
か
に
三
校
の
み
で
︑

以
降
︑
年
代
ご
と
に
︑
昭
和
二
〇
年
代
は
五
校
︑
三
〇
年
代
は
三
校
︑
四

〇
年
代
は
七
校
︑
五
〇
年
代
は
一
三
校
︑
六
〇
年
か
ら
二
〇
一
七
（
平
成

二
九
）
年
ま
で
で
二
校
の
開
校
と
な
っ
て
い
る
︒
市
川
市
の
市
立
小
学
校

に
お
い
て
は
︑
昭
和
五
〇
年
代
が
開
校
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
︒6

︲
1
︲
1
は
︑
二
〇
一
七
年
段
階
の
市
川
市
立
の
学
校
を
掲
げ
た
も

の
で
あ
る
︒
市
川
市
立
の
学
校
は
︑
幼
稚
園
が
六
園
︑
小
学
校
が
三
九
校
︑

中
学
校
が
一
六
校
︑
義
務
教
育
学
校
（
小
・
中
）
が
一
校
︑
特
別
支
援
学

校
（
小
・
中
・
高
）
が
一
校
で
あ
り
︑
人
口
規
模
か
ら
み
て
標
準
的
な
校

数
を
保
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
ま
た
︑
市
川
市
域
に
は
︑
大
学
が
三
校
︑

短
期
大
学
が
二
校
あ
り
︑
短
期
大
学
の
所
在
地
は
東
菅
野
と
二
俣
で
あ
る

が
︑
大
学
三
校
の
所
在
地
は
す
べ
て
国
府
台
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
に
は
︑

近
代
以
降
︑
特
別
な
街
と
し
て
時
代
を
過
ご
し
た
国
府
台
と
い
う
地
域
に

関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
︒

国
府
台
は
時
期
に
よ
っ
て
置
か
れ
て
い
た
施
設
は
異
な
る
が
︑
一
八
八

五
（
明
治
一
八
）
年
以
降
︑
陸
軍
教
導
団
や
野
砲
兵
第
二
旅
団
な
ど
︑
つ

ね
に
陸
軍
が
配
置
さ
れ
て
お
り
︑
軍
隊
の
町
や
軍ぐ

ん

郷ご
う

と
も
呼
ば
れ
た
︒
そ

の
よ
う
な
地
域
は
︑
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
く
︑
そ
れ
は
産
業

分
野
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
︒
第
四
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
国

府
台
地
域
は
︑
陸
軍
教
導
団
設
置
に
よ
っ
て
多
く
の
住
民
を
擁
す
地
域
に

変
貌
し
︑
ま
た
教
導
団
廃
止
後
の
野
砲
兵
第
二
旅
団
に
な
っ
て
以
降
は
︑

将
校
た
ち
の
子
女
が
学
ぶ
教
育
機
関
も
必
要
と
な
り
︑
戦
前
か
ら
国
府
台

や
そ
の
近
傍
に
は
数
校
の
学
校
が
開
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

2　
私
立
学
校
の
発
展

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の
教
育
基
本
法
︑
学
校
基
本
法
（
昭
和
二

二
年
法
律
第
二
六
号
）
の
制
定
に
よ
っ
て
︑
日
本
の
学
校
制
度
は
六
・
三
・

三
・
四
制
と
な
り
︑
現
在
の
大
学
で
の
専
門
課
程
に
属
さ
な
い
一
般
教
養

に
相
当
す
る
旧
制
高
等
学
校
と
は
異
な
る
新
制
の
高
等
学
校
が
生
ま
れ
た
︒

そ
し
て
︑
法
制
定
以
前
の
旧
制
中
学
校
や
高
等
女
学
校
の
多
く
は
新
制
の

高
等
学
校
と
し
て
新
た
に
開
校
を
迎
え
た
︒

千
葉
県
の
私
立
高
等
学
校
は
︑
6
︲
1
︲
2
に
あ
る
よ
う
に
二
〇
一
七

（
平
成
二
九
）
年
現
在
︑
五
九
校
を
数
え
る
が
︑
そ
の
う
ち
新
制
の
高
等

学
校
が
誕
生
し
た
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
開
校
し
た
高
等
学
校
は

一
三
校
で
あ
る
︒
そ
の
最
初
期
に
開
校
し
た
一
三
校
の
な
か
で
市
川
市
域
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学校名 所在地 設置年

敬愛大学八日市場高等学校 匝瑳市 1948

成田高等学校 成田市 1948

昭和学院高等学校 市川市 1948

千葉敬愛高等学校 四街道市 1948

千葉経済大学附属高等学校 千葉市 1948

市川高等学校 市川市 1948

東葉高等学校 船橋市 1948

茂原北陵高等学校 茂原市 1948

千葉県安房西高等学校 館山市 1948

文理開成高等学校 鴨川市 1948

千葉黎明高等学校 八街市 1948

和洋国府台女子高等学校 市川市 1948

麗澤高等学校 柏市 1948

千葉英和高等学校 八千代市 1949

千葉萌陽高等学校 香取市 1949

日出学園高等学校 市川市 1950

千葉明徳高等学校 千葉市 1950

千葉商科大学付属高等学校 市川市 1951

千葉学芸高等学校 東金市 1951

国府台女子学院高等部 市川市 1951

東邦大学付属東邦高等学校 習志野市 1952

敬愛学園高等学校 千葉市 1953

専修大学松戸高等学校 松戸市 1959

日本体育大学柏高等学校 柏市 1960

日本大学習志野高等学校 船橋市 1966

我孫子二階堂高等学校 我孫子市 1967

千葉日本大学第一高等学校 船橋市 1968

二松学舎大学付属柏高等学校 柏市 1968

中央学院高等学校 我孫子市 1970

東海大学付属市原望洋高等学校 市原市 1973

学校名 所在地 設置年

横芝敬愛高等学校 横芝光町 1975

東海大学付属浦安高等学校 浦安市 1975

拓殖大学紅陵高等学校 木更津市 1977

不二女子高等学校 市川市 1977

八千代松陰高等学校 八千代市 1977

暁星国際高等学校 木更津市 1978

東京学館高等学校 酒々井町 1979

植草学園大学附属高等学校 千葉市 1979

千葉誠心高等学校 千葉市 1979

愛国学園大学附属四街道高等学校 四街道市 1979

芝浦工業大学柏高等学校 柏市 1980

東京学館浦安高等学校 浦安市 1981

志学館高等部 木更津市 1982

渋谷教育学園幕張高等学校 千葉市 1983

昭和学院秀英高等学校 千葉市 1983

市原中央高等学校 市原市 1983

聖徳大学附属女子高等学校 松戸市 1983

秀明八千代高等学校 八千代市 1984

流通経済大学附属柏高等学校 柏市 1985

西武台千葉高等学校 野田市 1986

東京学館船橋高等学校 船橋市 1986

翔凜高等学校 君津市 1992

木更津総合高等学校 木更津市 2003

桜林高等学校 千葉市 2001

明聖高等学校 千葉市 2000

わせがく高等学校 多古町 2003

中山学園高等学校 船橋市 2004

あずさ第一高等学校 野田市 2005

中央国際高等学校 御宿町 2013

〔6-1-2〕千葉県の私立高等学校（2017年）

（千葉県ホームページ「私立高等学校名簿」より作成）
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学校名 所在地 設置年
国府台女子学院中学部 市川市 1947

日出学園中学校 市川市 1947

昭和学院中学校 市川市 1947

市川中学校 市川市 1947

和洋国府台女子中学校 市川市 1949

東邦大学附属東邦中学校 習志野市 1961

成田高等学校附属中学校 成田市 1966

千葉日本大学第一中学校 船橋市 1969

暁星国際中学校 木更津市 1981

秀明大学学校教師学部附属
秀明八千代中学校 八千代市 1981

八千代松陰中学校 八千代市 1982

聖徳大学附属女子中学校 松戸市 1983

昭和学院秀英中学校 千葉市 1985

志学館中等部 木更津市 1985

渋谷教育学園幕張中学校 千葉市 1986

東海大学附属浦安高等学校
中等部 浦安市 1988

翔凜中学校 君津市 1992

西武台千葉中学校 野田市 1992

東京学館浦安中学校 浦安市 1994

芝浦工業大学柏中学校 柏市 1999

専修大学松戸中学校 松戸市 2000

麗澤中学校 柏市 2002

千葉明徳中学校 千葉市 2011

二松学舎大学附属柏中学校 柏市 2011

の
私
立
高
等
学
校
は
︑
昭
和
学
院
高
等
学
校
︑
市
川
高
等
学
校
︑
和
洋
国

府
台
女
子
高
等
学
校
と
三
校
を
数
え
る
︒
昭
和
二
〇
年
代
の
終
わ
り
ま
で

範
囲
を
広
げ
る
と
︑
一
九
五
〇
年
に
日
出
学
園
高
等
学
校
が
︑
翌
一
九
五

一
年
に
千
葉
商
科
大
学
付
属
高
等
学
校
と
国
府
台
女
子
学
院
高
等
部
が
開

校
し
︑
千
葉
県
下
二
二
校
の
う
ち
市
川
市
域
で
六
校
を
数
え
て
い
る
︒
昭

和
二
〇
年
代
ま
で
の
近
隣
地
域
の
私
立
高
等
学
校
の
開
校
状
況
を
み
て
み

る
と
︑
船
橋
市
域
が
一
校
︑
県
庁
所
在
地
で
あ
る
千
葉
市
域
が
三
校
と
な

っ
て
お
り
︑
そ
れ
と
比
較
し
て
も
︑
市
川
市
域
の
私
立
高
等
学
校
が
︑
か

な
り
早
い
段
階
で
開
校
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

次
に
私
立
中
学
校
は
︑
6
︲
1
︲
3
に
あ
る
よ
う
に
︑
二
〇
一
七
年
現

在
で
は
二
四
校
あ
り
︑
う
ち
市
川
市
域
は
五
校
︑
隣
接
都
市
で
は
船
橋
市

域
が
一
校
︑
松
戸
市
域
が
二
校
︑
浦
安
市
域
が
二
校
︑
そ
し
て
︑
千
葉
市

域
が
三
校
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
み
ら
れ
る
市
川
市
域
の
私
立
中
学
校
の
特

徴
は
︑
や
は
り
創
立
時
期
に
あ
る
︒
市
川
市
域
の
五
校
は
︑
国
府
台
女
子

学
院
中
学
部
・
日
出
学
園
中
学
校
・
昭
和
学
院
中
学
校
・
市
川
中
学
校
が

と
も
に
一
九
四
七
年
の
開
校
で
あ
り
︑
和
洋
国
府
台
女
子
中
学
校
も
一
九

四
九
年
と
市
域
す
べ
て
の
私
立
中
学
校
が
戦
後
ま
も
な
く
開
校
し
て
い
る
︒

市
川
市
域
の
私
立
中
学
校
が
こ
の
よ
う
に
早
い
時
期
か
ら
開
校
し
て
い
る

〔6-1-3〕千葉県の私立中学校一覧（2017年）

（千葉県ホームページ「私立中学校名簿」より作成）

の
は
︑
戦
前
に
す
で
に
︑
そ
の
前
身
校

が
あ
る
な
ど
︑
な
ん
ら
か
の
学
校
母
体

を
有
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る

が
︑
千
葉
県
内
に
お
い
て
︑
昭
和
二
〇

年
代
に
開
校
し
て
い
る
私
立
中
学
校
は
︑

こ
の
五
校
の
み
で
あ
り
︑
言
い
換
え
れ

ば
昭
和
二
〇
年
代
に
は
千
葉
県
に
は
市

川
市
域
に
し
か
私
立
中
学
校
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑
市
川

市
域
の
五
校
以
降
の
開
校
と
な
る
県
内

六
番
目
の
私
立
中
学
校
は
習
志
野
市
に

あ
る
東
邦
大
学
附
属
東
邦
中
学
校
で
あ
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学校名 所在地 設置年

日出学園小学校 市川市 1934

昭和学院小学校 市川市 1949

三育学院大学付属
光風台三育小学校 市原市 1950

国府台女子学院小学部 市川市 1959

成田高等学校付属小学校 成田市 1973

聖徳大学附属小学校 松戸市 1986

千葉日本大学第一小学校 船橋市 1986

暁星国際小学校 木更津市 1995

幕張インターナショナル
スクール小学校 千葉市 2009

暁星国際流山小学校 流山市 2016

る
が
︑
同
校
は
一
九
六
一
年
開
校
で
︑
和
洋
国
府
台
女
子
中
学
校
の
開
校

か
ら
実
に
一
二
年
の
時
が
経
過
し
て
お
り
︑
市
川
市
域
単
独
体
制
は
岩
戸

景
気
の
終
盤
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒

次
に
私
立
小
学
校
を
み
て
み
よ
う
︒
6
︲
1
︲
4
に
あ
る
よ
う
に
︑
二

〇
一
七
年
現
在
の
千
葉
県
に
お
け
る
私
立
小
学
校
は
一
〇
校
で
あ
る
が
︑

う
ち
︑
日
出
学
園
小
学
校
・
昭
和
学
院
小
学
校
・
国
府
台
女
子
学
院
小
学

部
と
三
校
が
市
川
市
域
に
あ
り
︑
残
る
七
校
は
市
原
市
・
成
田
市
・
松
戸

市
・
船
橋
市
・
木
更
津
市
・
千
葉
市
・
流
山
市
の
各
市
域
に
そ
れ
ぞ
れ
一

校
で
あ
る
︒
ま
た
︑
千
葉
県
で
最
も
早
く
開
校
し
た
私
立
小
学
校
は
︑
一

〔6-1-4〕千葉県の私立小学校（2017年）

（千葉県ホームページ「私立小学校名簿」より作成）

九
三
四
年
に
設
置
認
可
さ
れ
た
市
川
市
域
の
日
出
学
園
で
あ
る
︒

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
︑
こ
れ
ら
私
立
の
高
等
学
校
・
中
学
校
・

小
学
校
の
沿
革
か
ら
︑
市
川
市
域
は
近
代
早
期
か
ら
教
育
機
関
が
発
達
し

て
い
た
と
い
う
特
徴
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
︑
こ
の
地
を
教
育
先
進
地

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒

3　
企
業
内
の
定
時
制
高
等
学
校

市
川
市
が
教
育
先
進
地
で
あ
る
こ
と
を
側
面
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
事
例

が
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
戦
後
の
高
等
学
校
定
時
制
課
程
の
教
育
に
お
い
て
で

あ
る
︒
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
四
月
に
日
本
毛
織
中
山
工
場
に
企
業

内
分
教
室
と
し
て
定
時
制
教
育
が
開
か
れ
︑
入
学
試
験
に
合
格
し
た
七
八

名
の
入
学
が
許
可
さ
れ
た
︒
千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
定
時
制
課
程
日
毛

分
教
室
は
︑
教
員
の
出
張
授
業
の
手
当
を
日
本
毛
織
中
山
工
場
が
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
と
し
て
負
担
す
る
な
ど
し
て
運
営
さ
れ
た
と
い
う
︒

6
︲
1
︲
5
は
︑
手
織
毛
糸
︑
織
糸
︑
各
種
制
服
・
学
生
服
生
地
な
ど

を
製
造
し
て
い
た
日
本
毛
織
中
山
工
場
の
就
労
風
景
で
あ
る
︒
こ
の
時
代

の
繊
維
会
社
は
︑
工
場
の
稼
働
時
間
が
長
く
︑
従
業
者
は
交
替
制
で
就
労

し
て
い
た
︒
ま
た
︑
当
時
︑
日
本
毛
織
中
山
工
場
は
人
気
の
企
業
で
︑
そ

こ
で
働
く
従
業
者
に
は
︑
応
募
者
が
十
倍
に
も
な
る
高
い
競
争
率
を
勝
ち

抜
い
て
地
方
か
ら
上
京
し
て
き
た
優
秀
な
若
者
が
多
か
っ
た
︒
か
れ
ら
は
︑
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〔6-1-5〕日本毛織中山工場就労風景
（岩瀬徹氏蔵）

も
と
も
と
進
学
の
希
望
を
強
く
持
っ
て
い
た
が
家
庭
の
事
情
で
就
職
し
た

と
い
う
経
緯
も
あ
り
︑
勉
強
が
で
き
る
機
会
を
求
め
て
い
た
︒

日
本
毛
織
中
山
工
場
と
し
て
は
︑
進
学
を
希
望
す
る
者
の
多
く
が
会
社

の
寄
宿
舎
に
住
ん
で
い
た
女
子
社
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
企
業
内
分
教

室
が
通
学
の
安
全
性
と
交
替
制
勤
務
に
よ
る
出
席
の
困
難
さ
を
回
避
で
き

る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
︒
ま
た
︑
労
働
組
合
は
︑
組
合
員
の
向
学
心

を
放
置
し
た
結
果
︑
一
九
四
七
年
に
発
生
し
た
串
田
事
件
の
教
訓
か
ら
︑

か
れ
ら
が
政
治
活
動
や
社
会
運
動
に
傾
倒
し
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
避

け
る
た
め
︑
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
歓
迎
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ

り
︑
日
毛
分
教
室
は
誕
生
し
た
の
で
あ
る
︒

日
本
毛
織
中
山
工
場
の
よ
う
な
条
件
を
も
つ
企
業
は
︑
日
本
各
地
に
多

数
あ
っ
た
が
︑
全
国
に
先
駆
け
て
こ
の
よ
う
な
学
び
の
舎
が
生
ま
れ
た
こ

と
も
市
川
を
文
教
の
地
と
考
え
る
根
拠
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
︒

4　
特
別
支
援
学
校

市
川
市
に
は
︑
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
︑
千
葉
県
立
特
別

支
援
学
校
市
川
大
野
高
等
学
園
︑
千
葉
県
立
市
川
特
別
支
援
学
校
︑
市
川

市
立
須
和
田
の
丘
支
援
学
校
︑
須
和
田
の
丘
支
援
学
校
稲
越
校
舎
の
四
校

（
五
校
舎
）
の
国
公
立
の
特
別
支
援
学
校
が
あ
る
︒

国
府
台
に
あ
る
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
は
︑
戦
後
の
一
九
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〔6-1-6〕須和田の丘支援学校須和田校舎
（市川市立須和田の丘支援学校蔵）

四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
東
京
か
ら
﹁
官
立
東
京
聾ろ

う

唖あ

学
校
﹂
と
し
て
移

転
し
︑
そ
の
後
︑
国
立
聾
教
育
学
校
附
属
聾
学
校
と
改
称
︑
そ
し
て
︑
東

京
教
育
大
学
の
附
属
と
な
っ
た
が
︑
現
在
は
同
校
を
母
体
と
し
て
発
足
し

た
筑
波
大
学
の
附
属
と
な
っ
て
い
る
︒

市
川
大
野
高
等
学
園
は
︑
千
葉
県
の
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
児
童
生

徒
数
の
増
加
が
著
し
く
︑
そ
れ
に
伴
う
教
室
不
足
や
施
設
の
狭

き
ょ
う

隘あ
い

化
問

題
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
︒
千
葉
県
が
二
〇
一
一
（
平

成
二
三
）
年
三
月
に
策
定
し
た
﹁
県
立
特
別
支
援
学
校
整
備
計
画
﹂
に
基

づ
い
て
︑
知
的
障
が
い
の
あ
る
高
等
部
生
徒
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑
二
〇
一
二
年
四
月
に
開
校
し
た
学
校
で
あ
る
︒

園
芸
技
術
科
（
園
芸
・
農
業
）︑
工
業
技
術
科
（
木
工
・
窯
業
）︑
生
活
デ

ザ
イ
ン
科
（
ソ
ー
イ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
・
染
織
デ
ザ
イ
ン
）︑
流
通
サ
ー
ビ

ス
科
（
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
）
の
四
学

科
九
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
︑
も
の
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
を
学
び
︑
企

業
へ
の
就
労
を
目
指
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
市
川
大
野
高
等
学
園
と
い
う
学

校
名
は
一
般
公
募
を
行
っ
て
決
ま
っ
た
も
の
で
︑
地
域
と
の
連
携
を
深
め
︑

地
域
密
着
型
の
学
校
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
︒

も
う
ひ
と
つ
の
県
立
の
特
別
支
援
学
校
と
し
て
︑
県
立
市
川
特
別
支
援

学
校
が
あ
る
︒
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
︑
原
木
に
開
校
し
た
千
葉
県

立
市
川
養
護
学
校
が
そ
の
前
身
で
あ
る
︒
二
〇
〇
七
年
の
法
改
正
に
よ
り
︑
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特
別
支
援
教
育
が
学
校
教
育
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
︑
同
年
︑

現
在
の
学
校
名
に
改
称
さ
れ
た
︒

6
︲
1
︲
6
は
︑
千
葉
県
と
は
別
に
市
川
市
が
設
置
し
た
特
別
支
援
学

校
で
あ
る
須
和
田
の
丘
支
援
学
校
で
︑
一
九
五
七
年
に
開
校
し
た
市
川
市

立
養
護
学
校
が
そ
の
前
身
で
あ
り
︑
六
〇
余
年
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
︒

一
九
七
二
年
に
は
高
等
部
が
︑
翌
一
九
七
三
年
に
は
小
学
部
が
設
置
さ
れ
︑

段
階
を
踏
み
な
が
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
︒
前
述
の
学
校
教
育
法

が
改
正
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
に
学
校
名
を
市
川
市
立
特
別
支
援
学
校
に
改

称
し
た
が
︑
翌
二
〇
〇
八
年
に
現
在
の
市
川
市
立
須
和
田
の
丘
支
援
学
校

に
変
更
し
︑
同
年
︑
稲
越
小
学
校
内
に
稲
越
校
舎
を
設
置
し
︑
小
学
部
を

移
転
さ
せ
て
い
る
︒

須
和
田
の
丘
支
援
学
校
に
は
︑
そ
の
卒
業
生
と
と
も
に
運
営
を
続
け
て

き
た
﹁
日
曜
大
学
﹂（
旧
・
青
年
学
級
）
と
い
う
活
動
が
あ
る
︒
こ
れ
は
︑

学
校
を
卒
業
し
た
後
も
︑
学
校
の
友
だ
ち
や
社
会
と
交
流
す
る
場
を
も
つ

た
め
に
行
っ
て
い
る
定
期
活
動
で
あ
る
︒
学
校
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
た

二
〇
一
七
年
に
︑
こ
の
日
曜
大
学
の
活
動
が
︑
障
が
い
者
の
生
涯
学
習
を

普
及
・
発
展
さ
せ
た
団
体
と
し
て
︑
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い

る
︒国

府
台
の
地
に
開
校
し
た
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
は
︑
日

本
国
内
唯
一
の
国
立
聾
学
校
で
あ
り
︑
ま
た
県
立
特
別
支
援
学
校
市
川
大

野
高
等
学
園
は
︑
県
内
二
校
目
の
高
等
特
別
支
援
学
校
と
し
て
設
置
さ
れ

る
な
ど
︑
多
様
な
教
育
機
関
が
早
期
に
市
川
市
に
設
置
さ
れ
る
の
に
は
︑

前
述
し
た
よ
う
に
市
川
市
が
教
育
先
進
地
と
も
い
う
べ
き
歴
史
を
も
っ
た

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
須
和
田

の
丘
支
援
学
校
が
行
っ
て
い
る
日
曜
大
学
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
価
値
あ

る
も
の
で
あ
る
が
︑
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
︑
そ
れ
が
四
〇
年
以
上

の
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
そ
こ
に
感
じ
る
優

し
く
︑
強
い
力
は
︑
今
も
市
川
の
文
教
活
動
が
志

こ
こ
ろ
ざ
し

高
く
展
開
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
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第2節
多
彩
な
文
化
施
設
と
文
化
事
業

1　
図
書
館
の
開
館
と
読
書
活
動
の
広
が
り

江
戸
川
を
守
る
こ
と
︑
桜
並
木
の
保
護
︑
な
ど
市
民
運
動
を
展
開
し
て

き
た
活
気
あ
る
市
川
市
民
の
姿
は
︑
第
三
章
︑
第
五
章
で
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
︒
本
節
で
は
︑
市
川
市
が
設
置
し

て
い
る
文
化
施
設
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
る
文
化
事
業
を
取
り
上
げ
︑
そ
こ

に
関
わ
る
市
民
の
姿
に
つ
い
て
も
考
え
る
︒
は
じ
め
に
︑
図
書
館
が
発
信

す
る
事
業
や
︑
図
書
館
を
舞
台
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
に
着
目
し
て
み
よ

う
︒市

川
市
立
図
書
館
は
︑
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
開
館
し
て
い
る

が
︑
市
川
市
立
図
書
館
発
行
の
館
報
﹃
ま
つ
か
ぜ
﹄
第
三
号
に
よ
れ
ば
そ

れ
以
前
の
市
川
町
時
代
に
も
市
川
尋
常
高
等
小
学
校
内
に
町
立
図
書
館
が

開
設
さ
れ
て
い
た
︒
こ
の
図
書
館
は
︑
十
分
な
整
備
を
み
る
に
至
ら
ず
閉

館
状
態
の
ま
ま
長
い
間
︑
県
立
国
府
台
高
等
学
校
の
教
室
に
約
二
〇
〇
〇

〔6-2-1〕『市川市学事要覧』
（『昭和十五年度　市川市学事要覧』〔1940年〕）
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〔6-2-2〕市立図書館（上は鏡正明氏蔵）

冊
の
図
書
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
︒

し
か
し
︑
6
︲
2
︲
1
の
﹃
市
川
市
学
事
要
覧
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

﹁
市
川
市
立
図
書
館
状
況
﹂
の
表
か
ら
は
︑
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年

に
市
川
尋
常
高
等
小
学
校
内
に
図
書
館
が
設
置
さ
れ
市
川
図
書
館
と
い
う

名
称
で
あ
っ
た
こ
と
︑
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
度
は
︑
ほ
ぼ
毎
日
開

館
し
︑
年
間
に
一
八
二
〇
人
の
閲
覧
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ

以
上
の
詳
細
な
事
実
は
不
明
な
が
ら
も
︑
こ
の
史
料
は
戦
前
に
も
市
川
に

市
立
図
書
館
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

そ
し
て
︑
一
九
五
〇
年
九
月
に
市
川
小
学
校
の
二
教
室
を
使
い
︑
三
名

の
職
員
体
制
で
新
た
に
開
設
し
た
の
が
戦
後
の
市
川
市
立
図
書
館
で
あ
る
︒

そ
れ
は
︑
一
三
九
六
冊
の
蔵
書
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
︒
一
九
五
三
年
に
は
︑

さ
ら
に
一
教
室
を
増
や
し
︑
辞
書
︑
事
典
︑
叢
書
︑
全
集
等
基
本
図
書
の

充
実
整
備
を
は
か
り
︑
同
年
十
一
月
に
は
館
外
貸
出
も
開
始
し
た
︒
し
か

し
︑
市
民
か
ら
は
︑
も
っ
と
便
利
な
設
備
の
よ
い
図
書
館
を
設
立
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
絶
え
ず
︑
一
九
五
六
年
度
︑
つ
い
に
新
築
予
算
案
が

計
上
さ
れ
︑
新
図
書
館
開
設
に
向
け
て
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

一
九
五
七
年
︑
八
幡
の
葛
飾
八
幡
宮
境
内
に
市
立
図
書
館
が
竣
工
し
︑

五
月
に
開
館
し
た
︒
二
階
に
は
教
育
委
員
会
と
市
役
所
の
部
課
も
同
居
し

て
い
た
が
︑
一
階
と
二
階
に
書
庫
が
あ
り
︑
一
階
に
は
四
〇
坪
の
閲
覧
室
︑

ほ
か
に
児
童
閲
覧
室
や
新
聞
雑
誌
閲
覧
室
も
設
置
さ
れ
た
︒
当
時
の
市
立

図
書
館
の
職
員
は
館
長
以
下
六
名
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
︒
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二
年
後
の
一
九
五
九
年
に
は
市
川
市
役
所
の
新
庁
舎
（
建
て
直
し
の
た

め
︑
二
〇
一
七
年
解
体
）
完
成
に
伴
い
︑
二
階
に
同
居
し
て
い
た
教
育
委

員
会
と
市
役
所
の
部
課
が
移
転
し
︑
図
書
館
独
自
の
建
物
と
な
っ
た
︒
一

九
六
二
年
に
は
夜
間
開
館
も
始
ま
り
︑
職
員
も
一
七
名
と
徐
々
に
体
制
が

整
っ
て
い
っ
た
︒
6
︲
2
︲
2
は
︑
建
て
ら
れ
た
市
川
市
立
図
書
館
と
︑

初
め
て
の
独
立
図
書
館
の
な
か
で
多
く
の
人
び
と
が
利
用
し
て
い
る
様
子

が
わ
か
る
写
真
で
あ
る
︒

新
し
く
開
館
し
た
市
立
図
書
館
が
精
力
的
に
収
集
を
図
っ
て
い
た
も
の

に
郷
土
資
料
が
あ
っ
た
︒
図
書
館
が
発
行
す
る﹃
ま
つ
か
ぜ
﹄第
四
号（
一

九
五
七
年
）
に
は
︑
郷
土
資
料
と
し
て
収
集
す
べ
き
三
つ
の
柱
が
示
さ
れ

て
い
る
︒

一
つ
は
広
い
意
味
で
の
市
川
に
関
係
あ
る
も
の
︒
こ
の
中
に
は
市
川

を
舞
台
と
し
た
小
説
な
ど
も
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
︒
他
の
一
つ
は

市
川
市
に
在
住
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
著
作
︒
市
川
市
内
の
ど
こ

か
に
勤
務
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
ふ
く
め
て
︙
︙
︒
こ
れ
は
ず
い

ぶ
ん
沢
山
あ
る
よ
う
で
す
︒
最
後
に
市
川
市
内
に
あ
る
官
公
庁
︑
会

社
︑
工
場
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
絵
葉
書
あ
る
い
は
生
産
工
程
や
製

品
な
ど
︒
私
た
ち
は
案
外
︑
郷
土
市
川
を
い
ろ
い
ろ
の
面
で
見
落
し

て
い
ま
す
︒
知
ら
な
い
と
言
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
な
い
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
︒

市
立
図
書
館
で
は
︑
こ
う
し
た
郷
土
資
料
の
収
集
に
市
民
の
協
力
を
も
と

め
て
い
る
が
︑
こ
の
時
代
に
一
般
書
籍
だ
け
で
な
く
︑
様
々
な
事
業
所
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
資
料
と
し
て
の
価
値
を
見
い
出
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
︒

ま
た
︑
市
立
図
書
館
を
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
︑
お
母
さ
ん
た
ち

に
も
積
極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
︑
と
い
う
思
い
か
ら
︑
一
九
五
八
年
に

﹁
お
母
さ
ん
の
本
棚
﹂
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
︒
開
設
準

備
段
階
で
は
︑
利
用
者
に
意
見
を
求
め
︑
お
母
さ
ん
の
本
棚
に
は
︑

読
書
指
導
と
か
子
ど
も
の
読
み
も
の
に
関
す
る
も
の
︑
児
童
心
理
に

関
す
る
も
の
や
人
生
訓
︑
女
性
の
歴
史
や
伝
記
な
ど
︑
法
律
問
題
婦

人
問
題
か
ら
教
育
風
俗
礼
儀
作
法
と
い
っ
た
も
の
︑
医
学
の
本
︑
家

事
全
般
︒
こ
こ
が
主
体
に
な
る
と
思
い
ま
す
︒
和
裁
洋
裁
か
ら
手
芸
︑

お
化
粧
︑
お
料
理
︑
す
ま
い
や
台
所
の
設
備
︑
子
ど
も
の
病
気
や
家

庭
衛
生
︑
育
児
な
ど
︒
更
に
園
芸
や
花か

卉き

栽
培
︑
お
人
形
の
つ
く
り

方
か
ら
音
楽
や
お
茶
お
花
︑
子
ど
も
の
言
葉
や
綴

つ
づ
り

方か
た

︒
最
後
に
お

母
さ
ん
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
小
説
や
詩
児
童
文
学
な
ど
︑
大

体
こ
う
い
っ
た
も
の
（﹃
ま
つ
か
ぜ
﹄
第
九
号
）

な
ど
の
書
籍
を
並
べ
る
方
向
で
準
備
を
進
め
た
︒
開
設
さ
れ
た
お
母
さ
ん

の
本
棚
に
は
︑四
つ
の
座
席
が
用
意
さ
れ
︑図
書
館
が
ど
ん
な
に
混
み
あ
っ
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て
い
て
も
︑
こ
の
座
席
は
女
性
の
た
め
に
確
保
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

ま
た
︑
市
川
市
立
図
書
館
で
は
︑
ほ
か
の
図
書
館
に
は
な
い
工
夫
も
さ

れ
て
い
た
︒
全
国
の
図
書
館
で
共
通
に
使
用
さ
れ
て
い
る
分
類
で
あ
る
日

本
十
進
分
類
法
で
は
︑
本
を
探
し
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
考
え

か
ら
︑
主
婦
が
利
用
し
や
す
い
群
に
分
け
た
の
で
あ
る
︒
そ
れ
が
︑﹁
広

く
女
性
と
し
て
の
立
場
か
ら
〝
教
養
の
問
題
〟︑
主
婦
と
し
て
の
〝
家
事

の
問
題
〟︑
母
と
し
て
の
〝
子
ど
も
の
問
題
〟︑
余
暇
に
読
む
た
め
の
〝
文

学
〟﹂（﹃
ま
つ
か
ぜ
﹄
第
十
号
）
で
さ
ら
に
六
四
の
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
（
件

名
ま
た
は
主
題
）
に
分
け
た
と
い
う
︒
こ
の
方
法
は
当
時
︑
ほ
か
に
例
が

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
︑
図
書
館
は
さ
ら
に
利
用
者
に
意
見
を
求
め
改
善

を
図
っ
て
い
る
︒

市
立
図
書
館
が
ど
の
よ
う
な
図
書
館
を
目
指
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
︑

﹃
ま
つ
か
ぜ
﹄
第
一
七
号
（
一
九
六
〇
年
）
に
記
さ
れ
た
﹁
私
ど
も
は

〝
利
用
者
の
た
め
の
図
書
館
〟
と
い
う
意
識
に
徹
し
た
い
︒
こ
れ
以
外
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
恩
義
に
む
く
い
る
方
法
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
︒﹂
と
い

う
図
書
館
長
の
こ
と
ば
に
示
さ
れ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
利
用
者
目
線
で
の

運
営
を
し
て
い
っ
た
こ
と
が
︑
市
民
の
図
書
館
利
用
に
つ
な
が
り
︑
市
立

図
書
館
に
は
︑
い
く
つ
か
の
読
書
会
の
サ
ー
ク
ル
も
誕
生
し
て
い
た
︒
一

九
六
〇
年
十
一
月
に
は
︑
読
書
会
同
士
の
連
絡
機
関
で
あ
る
市
川
市
読
書

会
連
絡
協
議
会
が
組
織
さ
れ
た
︒
千
葉
県
に
は
千
葉
県
読
書
会
連
絡
協
議

会
が
す
で
に
組
織
さ
れ
て
い
た
が
︑
市
レ
ベ
ル
で
は
市
川
市
が
県
下
で
初

め
て
の
組
織
で
︑
一
九
六
一
年
二
月
段
階
で
市
川
市
読
書
会
連
絡
協
議
会

に
は
一
七
団
体
四
四
〇
名
が
参
加
し
て
い
た
︒

市
川
市
読
書
会
連
絡
協
議
会
が
組
織
さ
れ
た
後
︑
お
母
さ
ん
の
た
め
の

読
書
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
要
望
に
応
え
る
か
た
ち
で
︑

市
立
図
書
館
が
市
民
と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
の
が
︑﹁
う
ず
し
お
読
書
会
﹂

で
あ
る
︒
う
ず
し
お
読
書
会
は
︑
一
九
六
一
年
一
月
三
十
一
日
に
発
足
し
︑

同
年
中
に
市
川
市
読
書
会
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
︑
月
二
回
の
活
動
を
始

め
た
︒
六
〇
年
近
く
時
を
経
た
現
在
も
月
一
回
︑
そ
の
活
動
が
続
い
て
い

る
読
書
会
で
あ
る
︒
う
ず
し
お
読
書
会
の
活
動
は
︑
世
の
注
目
を
集
め
た

よ
う
で
︑
発
足
の
翌
年
一
九
六
二
年
四
月
二
十
二
日
の
読
売
新
聞
の
取
材

を
は
じ
め
と
し
て
︑
そ
の
活
動
は
た
び
た
び
メ
デ
ィ
ア
に
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
︒

6
︲
2
︲
3
は
︑
会
が
発
足
し
た
一
九
六
一
年
と
二
〇
〇
一
年
の
読
書

会
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
︒
一
九
六
一
年
に
は
︑
純
文
学
や
文
学

史
の
王
道
と
い
え
る
小
説
が
多
か
っ
た
が
︑
二
〇
〇
一
年
に
は
︑
時
代
小

説
も
あ
れ
ば
︑
絵
本
も
あ
り
︑
ま
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
と
い
う

よ
う
に
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

そ
の
後
の
市
川
市
の
図
書
館
開
設
状
況
を
み
て
み
よ
う
︒
地
方
自
治
法

の
改
正
を
受
け
て
一
九
六
四
年
︑
市
川
市
立
図
書
館
設
置
条
例
が
公
布
さ

れ
︑
同
年
︑
本
行
徳
に
あ
る
徳
願
寺
の
境
内
に
旧
行
徳
中
学
校
の
校
舎
を

利
用
し
て
︑
行
徳
分
館
が
開
館
し
た
︒
現
在
の
行
徳
図
書
館
は
︑
こ
の
行
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1961年 2001年
書籍 著者 書籍 著者

男性飼育法抄 三宅艶子 100万回生きたねこ 佐野洋子
こころ 夏目漱石 葉っぱのフレディ レオ・ブスカーリア
天平の甍 井上靖 壬生義士伝（上・下） 浅田次郎
放浪記 林芙美子 私のギリシャ神話 阿刀田高
忍ぶ川 三浦哲郎 光の海 津村節子
舞姫・雁 森鴎外 読むことは生きること 柳田邦男
播州平野 宮本百合子 評決 バリー・リード
浮雲 二葉亭四迷 学・経・年不問 城山三郎
とべたら本こ 山中恒 わが人生の時の時 石原慎太郎
金色夜叉 尾崎紅葉 イワンの馬鹿 トルストイ
杏っ子 室生犀星 良夫とかな子 今村葦子
花散里 円地文子 もの食う人びと 辺見庸
五重の塔 幸田露伴 後日の話 河野多恵子
たけくらべ 樋口一葉 モンテフェルモの丘の家 ナタリア・キンズブルグ
ドリトル先生アフリカ行き ロフティング ラフカティオ・ハーンの耳 西成彦
ゲンと不動明王 宮口しずえ 青鞜の時代 堀場清子
キューポラのある街 早船千代 柳生一族 松本清張
婦系図 泉鏡花 夜の記憶 トマス・H・クック
男性料理法 三宅艶子 そうだったのか！現代史 池上彰

恩讐の彼方に 菊池寛
脳を鍛える 立花隆
恥辱 J・M・クッツェー
ローマ人の物語Ⅸ 塩野七生
ネギを植えた人 金素雲
ワインズバーグ・オハイオ シャーウッド・アンダソン

徳
分
館
を
前
身
と
し
て
い
る
︒
行
徳
分
館
は
開
館
の
翌
年

に
は
︑
新
設
の
本
行
徳
公
民
館
内
に
移
転
す
る
が
︑
名
称

が
行
徳
図
書
館
に
変
わ
っ
た
の
は
一
九
七
九
年
で
あ
る
︒

さ
ら
に
一
九
八
一
年
に
は
行
徳
支
所
の
四
・
五
階
に
移
転

と
め
ま
ぐ
る
し
い
動
き
を
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
一
九
八

九
（
平
成
元
）
年
︑
行
徳
支
所
の
隣
に
︑
独
立
館
と
し
て

五
階
建
て
の
行
徳
図
書
館
が
開
館
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
︒

こ
の
間
に
も
︑
市
域
に
は
︑
信
篤
図
書
館
（
一
九
七
九

年
）︑南
行
徳
図
書
館
（
一
九
八
三
年
）︑平
田
図
書
室
（
一

九
八
七
年
）
が
開
館
し
て
い
る
︒

一
九
八
八
年
十
月
に
は
︑
中
央
図
書
館
等
建
設
準
備
室

が
仮
設
置
さ
れ
︑
翌
一
九
八
九
年
七
月
に
は
同
準
備
室
が

管
理
部
所
属
と
し
て
設
置
さ
れ
た
︒
新
た
な
図
書
館
建
設

に
向
か
っ
て
本
格
的
に
市
が
始
動
し
た
の
で
あ
る
︒

一
九
九
四
年
十
月
︑
葛
飾
八
幡
宮
境
内
の
市
立
図
書
館

は
︑
新
た
な
図
書
館
と
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
た
め
閉
館
し
︑

十
一
月
一
日
︑
お
母
さ
ん
の
本
棚
の
流
れ
を
く
む
こ
ど
も

と
し
ょ
か
ん
も
含
め
た
市
川
市
中
央
図
書
館
が
複
合
施
設

で
あ
る
市
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

市
川
）
一
階
に
開
館
し
た
︒
そ
の
後
︑
二
〇
〇
九
年
に
は
︑

市
川
で
最
も
新
し
い
図
書
館
と
し
て
︑
市
川
駅
南
口
図
書

〔6-2-3〕うずしお読書会テーマ一覧表

（『テーマ一覧表　うずしお1000回記念誌別冊』より作成）
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〔6-2-4〕自動車図書館みどり号とステーションマップ

館
が
開
館
し
て
い
る
︒

図
書
館
に
来
訪
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
地
域
や
市
民
の
た
め
に
︑

中
央
図
書
館
地
階
を
基
地
と
し
て
︑
市
域
を
巡
回
す
る
自
動
車
図
書
館
・

み
ど
り
号
が
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
の
は
一
九
七
五
年
に
遡
る
が
︑
現
在
も

北
部
地
域
を
中
心
に
み
ど
り
色
の
自
動
車
が
書
籍
を
載
せ
市
域
を
走
っ
て

い
る
︒
二
〇
一
八
年
度
は
︑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
は
一
七
か
所
あ
り
︑
一
か

所
に
三
〇
分
か
ら
五
〇
分
程
度
滞
在
し
て
い
る
︒
6
︲
2
︲
4

図
書
館
・
図
書
室
は
︑
図
書
や
雑
誌
︑
C
D
や
D
V
D
な
ど
の
書
籍
や

視
聴
覚
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
や
市
民
の
質
問
・
問
合
せ
に
答
え
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
が
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
だ
が
︑
図
書
館
は
そ
れ
ら
の
閲
覧

や
貸
与
以
外
に
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
︒﹃
市
勢
概
要　

昭
和
五

〇
年
版
﹄
に
よ
る
と
︑
図
書
館
行
事
と
し
て
︑
こ
ど
も
会
（
月
一
回
）︑

文
化
講
演
会
（
年
一
回
）
の
ほ
か
︑
図
書
整
理
講
習
会
（
年
一
回
）・
修

理
製
本
講
習
会
（
年
一
回
）・
植
物
や
昆
虫
な
ど
の
名
前
を
調
べ
る
会
（
年

一
回
）
と
い
う
講
習
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
図
書
館
は
前
述
の

市
川
市
読
書
会
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
読
書
会
の
推
進
を
図
っ
て
い
っ
た
︒

同
資
料
か
ら
︑
市
川
市
読
書
会
連
絡
協
議
会
の
行
事
を
み
て
み
る
と
︑

古
典
芸
能
を
き
く
会 

年
一
回 

一
回
実
施

文
学
散
歩 

年
三
回 

三
回
実
施

合
同
読
書
会
︑
そ
の
他 

年
七
回 

七
回
実
施
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点
字
講
習
会
︑
朗
読
講
習
会 

月
二
回 

二
四
回
実
施

と
あ
り
︑
こ
れ
ら
の
行
事
は
協
議
会
と
図
書
館
と
の
共
催
と
い
う
形
で
行

わ
れ
︑
開
催
回
数
は
合
計
三
五
回
に
も
及
び
︑
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
︒
そ
の
後
︑
図
書
館
行
事
に
は
︑﹁
各
読
書
会

に
お
け
る
読
書
活
動
︑
読
書
グ
ル
ー
プ
の
育
成
﹂（﹃
市
勢
概
要　

昭
和
五

五
年
版
﹄）
と
い
う
項
目
が
︑
共
催
行
事
に
は
﹁
子
ど
も
と
お
か
あ
さ
ん

の
読
書
会
﹂（
同
上
）
な
ど
も
加
わ
り
︑
さ
ら
に
読
書
の
啓
蒙
に
力
を
入

れ
て
い
っ
た
様
子
が
わ
か
る
の
で
あ
る
︒

2　
登
録
博
物
館
と
様
々
な
博
物
館
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

次
に
博
物
館
を
み
て
み
よ
う
︒
博
物
館
に
は
大
き
く
分
け
て
三
種
類
の

施
設
が
あ
る
︒
文
部
科
学
省
に
よ
る
博
物
館
概
要
の
説
明
に
よ
れ
ば
︑
博

物
館
法
で
定
め
た
事
業
を
行
う
目
的
の
機
関
で
あ
る
登
録
博
物
館
︑
博
物

館
の
事
業
に
類
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
る
博
物
館
相
当
施
設
︑
そ
し

て
︑
博
物
館
と
同
種
の
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
る
博
物
館
類
似
施
設
で
あ

る
︒
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
十
月
現
在
で
︑
全
国
に
登
録
博
物
館
は

八
九
五
館
︑
博
物
館
相
当
施
設
は
三
六
一
館
︑
博
物
館
類
似
施
設
は
四
四

三
四
館
で
合
計
五
六
九
〇
の
博
物
館
が
運
営
さ
れ
て
い
る
︒

6
︲
2
︲
5
に
あ
る
よ
う
に
市
川
市
に
は
博
物
館
法
上
の
博
物
館
で
あ

る
登
録
博
物
館
が
四
館
あ
る
︒
一
館
は
千
葉
県
立
︑
残
る
三
館
は
市
川
市

立
で
あ
る
︒
千
葉
県
内
に
は
登
録
博
物
館
が
二
〇
一
六
年
三
月
七
日
現
在

で
三
八
館
あ
る
が
︑
単
純
計
算
で
市
川
市
は
千
葉
県
内
の
登
録
博
物
館
の

一
割
強
の
博
物
館
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
︒
県
庁
所
在
地
で
あ
る
千

葉
市
と
比
較
す
る
と
︑
こ
の
数
値
が
実
に
高
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
︒
こ
こ
で
は
︑
本
巻
が
扱
う
近
現
代
史
の
拠
点
と
な
る
市
立
市
川
歴

史
博
物
館
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
︒

現
在
︑
三
館
体
制
の
市
立
の
博
物
館
に
も
前
史
が
あ
る
︒
始
ま
り
は
︑

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
開
館
し
た
市
立
市
川
博
物
館
で
︑
同
館
の

年
報
に
そ
の
設
立
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

市
制
三
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
め
た
︑
市
川
市
史
の
編
さ
ん

に
当
り
︑
貴
重
な
資
料
が
多
数
収
集
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
︑
そ
の
完

全
保
管
の
必
要
か
ら
博
物
館
設
置
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
︒

さ
ら
に
は
︑
千
葉
県
に
お
い
て
も
︑
昭
和
四
三
年
度
に
は
︑
県
立

博
物
館
設
置
構
想
が
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
︒
そ
の
構
想
に
よ
る

と
︑
人
口
増
加
が
著
し
く
︑
し
か
も
重
要
な
遺
跡
が
多
く
分
布
し
て

い
る
西
下
総
地
区
に
考
古
資
料
を
中
心
と
し
た
専
門
館
を
設
置
し
︑

最
終
的
に
設
立
す
る
県
立
中
央
博
物
館
の
歴
史
部
門
と
︑
ダ
ブ
ル
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
関
係
に
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
︒
つ
ま
り

県
立
博
物
分
館
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
︒
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名称 所在地 登録年
野田市郷土博物館 野田市 1960
歴史の里芝山ミューゼアム 山武郡芝山町 1963
千葉市立加曾利貝塚博物館 千葉市（若葉区） 1968
木更津市郷土博物館金のすず 木更津市 1971
成田山霊光館 成田市 1971
船橋市郷土資料館 船橋市 1973
市立市川考古博物館※ 市川市 1975
千葉県立美術館 千葉市（中央区） 1976
流山市立博物館 流山市 1979
君津市立久留里城址資料館 君津市 1981
袖ヶ浦市郷土博物館 袖ヶ浦市 1983
千葉市立郷土博物館 千葉市（中央区） 1983
市立市川歴史博物館 市川市 1983
塚本美術館 佐倉市 1984
館山市立博物館 館山市 1985
千葉県立房総のむら 印旛郡栄町・成田市 1987
千葉県立中央博物館 千葉市（中央区） 1990
千葉県立中央博物館大利根分館 香取市 1980
千葉県立中央博物館大多喜城分館 夷隅郡大多喜町 1976
千葉県立中央博物館分館海の博物館 勝浦市 1999
航空科学博物館 山武郡芝山町 1990
市立市川自然博物館 市川市 1991
我孫子市鳥の博物館 我孫子市 1991
芝山町立芝山古墳・はにわ博物館 山武郡芝山町 1991
成田山書道美術館 成田市 1993
松戸市戸定歴史館 松戸市 1994
松戸市立博物館 松戸市 1995
財団法人高梨本家上花輪歴史館 野田市 1995
千葉県立現代産業科学館 市川市 1995
茂原市立美術館・郷土資料館 茂原市 1995
千葉県立関宿城博物館 野田市 1997
佐倉市立美術館 佐倉市 1997
伊能忠敬記念館 香取市 2000
八千代市立郷土博物館 八千代市 2000
船橋市飛ノ台史跡公園博物館 船橋市 2002
浦安市郷土博物館 浦安市 2003
茂木本家美術館 野田市 2007
金谷美術館 富津市 2012

こ
の
よ
う
に
県
と
市
の
両
者
に
お
い
て
︑
博
物
館
の
建
設
計
画
が

あ
っ
た
の
で
︑
昭
和
四
五
年
末
に
は
︑
本
市
は
千
葉
県
に
協
力
す
る

趣
旨
か
ら
︑
市
内
堀
之
内
貝
塚
の
隣
接
地
に
こ
の
分
館
の
敷
地
を
用

意
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

そ
の
後
県
は
︑
市
と
数
次
に
わ
た
る
協
議
を
重
ね
︑
ま
た
設
置
準

備
専
門
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
得
て
︑
建
物
の
設
計
︑
展
示
内
容
等

の
基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
昭
和
四
五
年
九
月

に
至
り
︑
諸
般
の
状
勢
か
ら
県
は
市
に
一
億
円
の
補
助
金
を
出
す
か

ら
︑
将
来
県
立
の
分
館
併
設
を
条
件
と
し
て
︑
本
市
が
設
置
者
と
な

る
よ
う
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
︒
市
は
早
速
検
討
の
上
︑
こ
れ
を
受

け
入
れ
市
立
の
博
物
館
と
し
て
︑
昭
和
四
六
年
四
月
よ
り
建
設
工
事

を
開
始
し
︑
昭
和
四
七
年
十
一
月
三
日
に
開
館
し
た
の
で
あ
り
ま
す
︒

（﹃
昭
和
四
七
年
度　

市
立
市
川
博
物
館
年
報
﹄）

〔6-2-5〕千葉県内の登録博物館（2016年）

※登録時は市立市川博物館
（千葉県ホームページ「千葉県内の登録博物館」より作成）
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一
九
七
二
年
と
い
う
年
は
︑
日
本
で
初
め
て
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

札
幌
で
開
催
さ
れ
︑
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技
で
日
本
選
手
が
三
つ
の
表
彰

台
を
独
占
し
︑
日
本
国
中
が
大
い
に
沸
い
た
年
で
あ
る
︒
奈
良
県
で
は
︑

極
彩
色
の
高
松
塚
古
墳
が
発
見
さ
れ
︑
古
代
ロ
マ
ン
に
多
く
の
人
が
夢
を

寄
せ
た
︒
ま
た
︑
沖
縄
が
返
還
さ
れ
︑
日
本
が
現
在
の
四
七
都
道
府
県
に

な
っ
た
年
で
あ
り
︑
文
化
的
に
も
自
治
体
に
と
っ
て
も
節
目
の
年
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
︒
そ
の
同
じ
年
に
︑
市
川
市
で
も
新
た
な
文
化
生
活
へ
の

幕
開
け
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
︒

﹁
市
川
市
立
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
﹂（
昭
和
四
七

年
十
月
十
二
日
条
例
第
三
二
号
）
に
は
︑
博
物
館
は
︑
博
物
館
法
（
昭
和

二
六
年
法
律
第
二
八
五
号
）
第
三
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
い
︑
実

物
︑
標
本
︑
模
型
︑
文
献
︑
図
書
︑
写
真
︑
フ
ィ
ル
ム
等
を
収
集
し
︑
保

管
・
展
示
お
よ
び
閲
覧
を
提
供
し
た
り
︑
博
物
館
資
料
に
関
す
る
講
習
会
︑

研
究
会
等
を
開
催
︑
ま
た
博
物
館
資
料
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
と
規

定
し
て
い
る
︒

博
物
館
開
館
三
年
目
の
一
九
七
五
年
の
展
示
室
の
内
容
を
み
て
み
る
と
︑

﹁
環
境
の
変
化
﹂﹁
最
初
の
住
民
︿
先
土
器
時
代
﹀﹂︑﹁
貝
塚
の
形
成
︿
縄

文
時
代
﹀﹂︑﹁
農
耕
の
開
始
︿
弥
生
時
代
﹀﹂︑﹁
国
の
は
じ
ま
り
︿
土
師
時

代
Ⅰ
﹀﹂︑﹁
社
会
の
改
革
︿
土
師
時
代
Ⅱ
﹀﹂
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
︒　

原
始
時
代
か
ら
国
家
の
誕
生
ま
で
の
房
総
半
島
を
中
心
と
し
た
歴
史
の
動

き
を
展
示
し
て
お
り
︑
下
総
国
府
・
下
総
国
分
僧
寺
・
尼
寺
関
係
の
資
料

を
中
心
と
し
た
展
示
が
時
代
的
下
限
だ
っ
た
︒
開
催
す
る
講
座
や
講
演
も
︑

6
︲
2
︲
6
に
あ
る
よ
う
に
主
に
原
始
・
古
代
が
扱
わ
れ
て
い
た
︒

6
︲
2
︲
7
は
︑
四
年
後
の
一
九
七
九
年
度
に
行
わ
れ
た
市
立
博
物
館
の

事
業
で
あ
る
が
︑
特
別
展
に
海
苔
と
行
徳
︑
郷
土
め
ぐ
り
に
行
徳
街
道
の

史
跡
が
実
施
さ
れ
て
い
る
︒
近
世
（
江
戸
時
代
）
の
歴
史
に
関
わ
る
事
業

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
︑
中
世
以
降
の
時
代
の
資
料
蓄
積
も
進

ん
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

一
九
八
二
年
︑
市
立
博
物
館
と
ほ
ぼ
隣
接
す
る
地
に
︑
中
世
以
降
の
歴

史
時
代
を
扱
う
市
立
市
川
歴
史
博
物
館
（
以
下
︑
歴
史
博
物
館
）
が
開
館

し
︑
既
存
の
市
立
博
物
館
は
原
始
・
古
代
を
扱
う
市
立
市
川
考
古
博
物
館

（
以
下
︑
考
古
博
物
館
）
と
な
っ
た
︒
一
九
八
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
昭

和
五
七
年
度　

市
立
市
川
歴
史
博
物
館
年
報
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
歴
史
博
物

館
の
﹁
設
立
主
旨
﹂
に
は
︑
以
下
の
よ
う
な
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

市
川
市
は
南
に
東
京
湾
を
望
み
︑
北
に
下
総
台
地
の
広
が
る
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
︒
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
市

域
に
は
︑
堀
之
内
貝
塚
・
曽
谷
貝
塚
・
姥
山
貝
塚
な
ど
著
名
な
遺
跡

を
は
じ
め
︑
一
〇
〇
を
越
え
る
遺
跡
が
密
集
し
︑
さ
ら
に
は
下
総
国

の
国
府
・
国
分
寺
跡
の
所
在
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
︑
古
く
か
ら

遺
跡
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
中
世
以
降
に

つ
い
て
も
農
業
や
漁
業
の
生
活
を
中
心
に
発
達
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
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行事名 時代

考古学講座1「原始、古代の墓制について　－縄文時代－」 原始

特別講座1「武蔵野台地の先土器文化」 原始

考古学講座2「原始古代の墓制について　－弥生時代－」 原始

特別講座2「貝塚と縄文時代の漁労」 原始

博物館実習生受入れ

夏休み子供学習教室

博物館事業および堀之内貝塚の説明を聞く会 原始

考古学講座3「原始・古代の墓制について　－古墳時代－」 原始

特別講座3「東日本の弥生時代について」 原始

特別展「下総国府と奈良・平安時代のやきもの」 古代

特別講座4「変則的古墳について」 原始・古代

特別講演「郷土史シリーズ国府台前役の情勢」 中世

考古学講座4「原始・古代の墓制について　－歴史時代－」 古代

特別講演「房総三国の国分寺について」 古代

事業名 内　容 時代

特別展 海苔と行徳、関東の国分寺 中世・近世

考古学講座 房総の国府と国分寺（3回）、稲作の起源をさぐる（2回） 原始・古代

拓本講習会 拓本用墨の作り方から採拓技術実習まで

郷土めぐり 行徳街道の史跡、須和田・国分の遺跡 中世・近世

夏休み郷土史学習会 小・中学生を対象に博物館の常設展示を通して郷土の歴史を
学ぶ

土器づくり実習 縄文土器作成の実習 原始

土器による煮沸実験 「土器づくり」で作った土器を使って 原始

あ
る
︒

し
か
し
︑
首
都
東
京
に
隣
接
す
る
地
域
と
し
て
近
年
急
激
に
都
市

化
が
進
み
︑
昔
の
人
々
の
生
活
を
理
解
し
て
い
く
た
め
必
要
な
多
く

の
資
料
が
消
失
し
つ
つ
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
資
料
を
保
存
し
︑
祖
先
の

生
活
を
再
現
し
て
︑
そ
れ
ら
を
現
在
の
人
々
に
活
用
し
て
も
ら
う
と

〔6-2-6〕市立博物館事業（1974年度）

〔6-2-7〕市立博物館事業（1979年度）

（「（市立博物館）昭和49年度行事実施状況」『市勢概要　昭和50年』より作成）

（「（市立博物館）事業（54年度）」『市勢概要　昭和55年』より作成）
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と
も
に
︑
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
︑
現
在
の
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
︒
す
で
に
昭
和
四
七
年
度
に
は
考
古
資

料
を
保
存
し
︑
か
つ
活
用
す
る
考
古
博
物
館
が
建
設
さ
れ
︑
そ
の
責

務
を
果
し
て
い
る
︒
つ
づ
い
て
︑
中
世
以
降
に
属
す
る
資
料
を
扱
う

博
物
館
と
し
て
︑
本
館
を
建
設
し
た
次
第
で
あ
る
︒

市
川
市
域
に
は
︑
堀
之
内
貝
塚
・
姥
山
貝
塚
・
曽
谷
貝
塚
と
縄
文
時
代

の
貝
塚
が
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
︑
考
古
学
に
と
っ
て
︑

重
要
な
地
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
市
川
に
は
︑

古
代
よ
り
国
の
役
所
で
あ
る
国
府
が
置
か
れ
て
お
り
︑
天
平
一
三
（
七
四

一
）
年
の
各
国
に
僧
寺
と
尼
寺
を
建
造
せ
よ
と
い
う
国
分
寺
建
立
の
詔
の

発
令
に
よ
り
︑
下
総
国
で
は
︑
国
分
寺
が
市
川
の
国
分
台
地
南
端
の
東
側

に
︑
国
分
尼
寺
が
西
側
に
建
立
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
八
世
紀
後
半
に

ま
と
め
ら
れ
た
﹃
万
葉
集
﹄
に
幾
首
も
詠う

た

わ
れ
て
い
る
﹁
手
児
奈
（
手
児

名
な
ど
と
も
）﹂
と
い
う
乙
女
が
伝
説
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑
研

究
者
や
歴
史
愛
好
家
に
と
っ
て
︑
市
川
は
原
始
・
古
代
の
歴
史
の
地
と
し

て
著
名
で
あ
っ
た
︒
そ
の
後
︑
鎌
倉
に
幕
府
が
置
か
れ
︑
ま
た
近
世
以
降

は
政
治
の
中
心
地
で
あ
る
江
戸
・
東
京
か
ら
も
近
か
っ
た
こ
と
か
ら
︑
市

川
に
は
︑
中
世
以
降
の
歴
史
遺
産
も
多
く
存
在
す
る
︒
し
か
し
︑
東
京
に

隣
接
し
て
い
る
と
い
う
住
宅
地
と
し
て
の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
︑

市
川
市
域
に
お
け
る
都
市
化
の
進
展
は
著
し
く
︑
そ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
が

消
失
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
︒

設
立
主
旨
か
ら
は
︑既
に
重
要
な
史
跡
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
原
始
・

古
代
と
同
様
︑
中
世
以
降
の
歴
史
遺
産
も
保
護
・
調
査
し
︑
未
来
へ
の
活

用
を
期
し
て
新
た
に
歴
史
博
物
館
を
開
設
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑

両
博
物
館
が
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
た
の
は
︑
市
川
市
の
長
い
歴
史
を
概
観

し
︑
市
民
に
よ
り
深
く
理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た
と
い

う
︒
同
資
料
に
は
︑歴
史
博
物
館
の
開
館
に
あ
た
り
︑﹁
展
示
構
成
の
問
題
︑

資
料
収
集
︑
パ
ネ
ル
原
稿
の
検
討
な
ど
夜
を
徹
し
て
の
議
論
も
し
ば
し
ば

あ
り
ま
し
た
︒
博
物
館
を
つ
く
る
以
上
は
︑
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
よ
い
内

容
の
博
物
館
を
︑
そ
の
意
気
込
み
を
職
員
の
一
人
一
人
が
も
ち
︑
殺
気
さ

え
感
じ
さ
せ
る
仕
事
ぶ
り
で
し
た
﹂（﹃
昭
和
五
七
年
度　

市
立
市
川
歴
史

博
物
館
年
報
﹄）
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
関
係
者
は
博
物
館
開
設
に
大
き
な

熱
意
を
も
っ
て
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
︒

博
物
館
の
事
業
に
は
︑
前
述
し
た
よ
う
に
展
示
・
講
座
・
実
習
・
資
料

収
集
お
よ
び
保
存
・
調
査
研
究
な
ど
が
あ
る
︒
現
在
の
歴
史
博
物
館
の
常

設
展
示
を
み
て
み
る
と
︑
導
入
部
と
な
る
﹁
中
世
以
降
の
市
川
﹂
で
は
︑

中
世
か
ら
近
世
︑
そ
し
て
近
代
に
至
る
市
川
市
の
概
要
を
展
示
し
て
い
る
︒

﹁
海
辺
の
人
々
の
生
活
﹂
で
は
︑
行
徳
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
塩
業
と
現

在
も
行
わ
れ
て
い
る
海
苔
生
産
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
︒﹁
水
路
と

陸
路
﹂
で
は
︑
近
世
の
交
通
史
を
整
理
し
︑﹁
台
地
の
人
々
の
生
活
﹂
で

農
業
や
農
耕
儀
礼
と
と
も
に
民
家
の
生
活
を
解
説
し
︑﹁
郷
土
と
人
﹂
の
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区分 事業 回数（校数） 人数
展示 松井天山の鳥瞰図と市川市域 8,261
展示 昔のくらしと道具を探そう 8,847
展示 季節の展示〔辻切り〕 1,530
展示 小学校巡回展示 2 586
イベント 縄文体験フェスティバル 430
イベント サマーフェスタ（歴史地図づくり、竹の水鉄砲作り等） 99
イベント オータムフェスタ 322
講座 近世史古文書講座 12 612
講座 近代史講座Ⅰ 10 128
講座 近代史講座Ⅱ 19
講座 民具入門講座 2 5
史跡見学会 江戸をあるく 2 51
史跡見学会 市内歴史見学会 22
体験学習 市川ヒストリーツアー 67 652
体験学習 市川ヒストリー体験 2 5
体験学習 博物館ボランティア活動（むかし遊び、紙芝居、紋切り等） 103 1,449
体験学習 小学生向け体験学習 29 2,973
体験学習 正月飾り作り 14
講師派遣 菅野公民館他7館 19 416
講師派遣 市川雑学大学 2 96
講師派遣 吉岡まちかど博物館 73
講師派遣 栃木市民大学 17
講師派遣 出張授業 7 931

コ
ー
ナ
ー
で
人
物
と
事
柄
を
語
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
︒

6
︲
2
︲
8
は
︑
歴
史
博
物
館
の
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
度
の
主

な
事
業
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒
常
設
展
示
の
ほ
か
に
も
︑
企
画
展
や
期

間
ご
と
の
展
示
を
行
っ
て
お
り
︑
小
学
校
を
巡
回
す
る
か
た
ち
で
の
展
示

活
動
も
行
っ
て
い
る
︒
近
年
で
は
︑
イ
ベ
ン
ト
的
な
行
事
も
多
く
︑
考
古

博
物
館
と
の
共
催
で
行
っ
て
い
る
縄
文
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
・
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
な
ど
に
は
︑
子
ど
も
た
ち
が
多
く
集
ま

り
︑
歴
史
に
関
わ
る
道
具
や
資
料
の
作
成
に
職
員
と
一
緒
に
取
り
組
ん
だ

り
︑
土
器
を
使
っ
て
調
理
し
た
り
と
体
験
型
の
学
習
を
す
る
機
会
も
提
供

し
て
い
る
︒
ま
た
︑
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
連
す
る
体
験
学
習
や
公

民
館
講
座
な
ど
へ
の
講
師
派
遣
活
動
も
活
発
で
あ
る
︒

博
物
館
を
舞
台
に
行
わ
れ
て
い
る
市
民
の
団
体
活
動
も
あ
る
︒
一
九
七

五
（
昭
和
五
〇
）
年
に
設
立
さ
れ
た
市
川
博
物
館
友
の
会
（
以
下
︑
博
物

館
友
の
会
）
で
あ
る
︒
こ
の
会
が
設
立
さ
れ
た
当
時
は
︑
ま
だ
市
川
市
に

博
物
館
が
市
立
市
川
博
物
館
（
現
・
考
古
博
物
館
）
一
館
の
み
の
時
代
で

あ
り
︑
同
博
物
館
の
懇
切
な
指
導
と
協
力
が
あ
り
︑
文
化
活
動
の
団
体
が

誕
生
し
た
︑
と
設
立
当
時
を
回
顧
し
た
会
員
の
文
章
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

歴
史
博
物
館
が
開
館
し
た
一
九
八
二
年
の
博
物
館
友
の
会
の
主
な
活
動

を
示
し
た
6
︲
2
︲
9
か
ら
は
︑
姥
山
貝
塚
な
ど
市
内
の
遺
跡
に
と
ど
ま

ら
ず
︑
武
蔵
国
分
寺
（
東
京
都
国
分
寺
市
）︑
八
日
市
場
柳
台
遺
跡
（
千

葉
県
匝
瑳
市
）︑
将
門
関
連
遺
跡
な
ど
︑
市
外
に
も
足
を
の
ば
し
見
学
会

〔6-2-8〕歴史博物館事業（2014年度）

（「入館状況」『平成26年度　市立市川歴史博物館館報』より作成）
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年 月 日 事　　項

1982 4 18 総会

1982 5 9 市内遺跡探訪（姥山周辺）〔共〕

1982 7 4 武蔵国分寺見学会

1982 7 18 遺跡探訪（八日市場柳台遺跡）〔共〕

1982 9 5 文化財めぐり　行徳ほか

1982 10 11 バス見学会　将門の遺跡をたずねて

1982 11 7 考古博物館開館10周年記念講演〔共〕

1982 11 14 シンポジウム堀之内式土器〔共〕

1982 11 21 市内遺跡探訪（須和田周辺）〔共〕

1982 12 12 下総国分尼寺発掘調査見学会

〔6-2-9〕博物館友の会の主な活動（1982年度）

注）このほかに、考古学講座、拓本、土器づくりが行われた
〔共〕は考古博物館との共催事業
（「博物館友の会」『昭和57年度　市立市川歴史博物館年報』より作成）

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
公
開
活
動
の
ほ
か
︑
考
古
学
講
座
︑
拓
本
づ
く
り
︑
縄
文
土
器
づ
く

り
な
ど
活
発
な
学
習
活
動
が
行
わ
れ
︑
そ
の
多
く
が
博
物
館
と
の
共
催
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
︑
友
の
会
の
活
動
に
博
物
館
が
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
三
月
十
二
日
か
ら
四
月
十
日
に
は
︑
歴
史

博
物
館
に
お
い
て
創
立
四
〇
周
年
記
念
展
示
会
が
開
か
れ
た
︒
歴
史
博
物

館
開
館
当
時
の
博
物
館
友
の
会
は
︑
考
古
部
会
・
歴
史
部
会
・
民
俗
部
会

の
三
つ
の
部
会
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
︑
の
ち
に
は
拓
本
部
会
を
加
え
た

四
部
会
体
制
と
な
っ
て
い
た
︒
各
部
会
は
︑﹁
地
域
文
化
を
学
ぶ
﹂
と
い

う
主
題
の
元
に
︑
考
古
部
会
は
﹁
市
川
の
縄
文
時
代
﹂
と
題
し
て
︑
縄
文

土
器
の
展
示
や
︑
千
葉
商
科
大
学
付
属
高
等
学
校
歴
史
部
の
生
徒
が
作
成

し
た
土
偶
に
関
連
し
た
研
究
成
果
な
ど
を
︑
歴
史
部
会
は
︑﹁
市
川
の
戦

い
く
さ

に
ま
つ
わ
る
話
﹂
と
題
し
て
国
府
台
合
戦
の
パ
ネ
ル
や
国
府
台
野
砲
兵
連

隊
の
ジ
オ
ラ
マ
を
︑民
俗
部
会
は
︑﹁
葛
飾
八
幡
宮
と
八
幡
不
知
森
の
今
昔
﹂

を
テ
ー
マ
に
錦
絵
や
八
幡
の
藪
し
ら
ず
の
拓
本
や
八
幡
の
﹁
ぼ
ろ
市
﹂
関

連
を
︑
そ
し
て
拓
本
部
会
は
︑﹁
市
内
小
学
校
校
歌
碑
の
拓
本
﹂
を
取
り

上
げ
関
連
展
示
も
行
っ
た
︒

ほ
か
に
も
博
物
館
友
の
会
は
︑
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
出
版
も
行
っ
て

い
る
︒
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
︑
個
人
の
学
習
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
地
域

と
の
協
力
や
︑
ま
た
成
果
の
還
元
を
行
う
と
い
う
要
素
も
あ
る
︒
そ
の
意

味
に
お
い
て
も
︑
指
導
や
援
助
と
い
う
か
た
ち
で
関
わ
る
博
物
館
は
市
民

の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
︒

歴
史
博
物
館
の
設
立
主
旨
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
東
京
に
隣
接

し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
か
ら
急
速
に
都
市
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た

市
川
市
に
住
む
人
び
と
が
︑
こ
の
地
の
か
つ
て
の
生
活
を
知
り
︑
そ
し
て

理
解
す
る
た
め
に
︑
残
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
保
存
し
︑
活
用
し
︑
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
博
物
館
の
大
き
な
仕
事
で
あ
ろ
う
︒
学
芸
員
の
十
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〔6-2-10〕和洋女子大学文化資料館

分
な
配
置
も
困
難
と
い
わ
れ
る
時
代
で
は
あ
る
が
︑
積
極
的
な
資
料
収
集

と
保
存
︑
そ
し
て
そ
の
調
査
に
つ
い
て
︑
さ
ら
に
力
を
入
れ
︑
次
の
時
代

に
市
川
の
文
化
を
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
︒

市
川
市
域
に
は
四
館
の
登
録
博
物
館
の
ほ
か
に
も
︑
一
九
九
三
年
に
設

置
さ
れ
︑
翌
一
九
九
四
年
に
博
物
館
相
当
施
設
に
指
定
さ
れ
た
和
洋
女
子

大
学
の
文
化
資
料
館
が
あ
る
︒
6
︲
2
︲
01
の
和
洋
女
子
大
学
文
化
資
料

館
は
︑
学
生
に
よ
る
市
民
に
向
け
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う
運
営
理
念
の

も
と
︑
考
古
︑
服
飾
︑
工
芸
・
民
具
な
ど
の
資
料
を
展
示
・
公
開
し
︑
学

生
の
教
育
に
資
す
る
と
と
も
に
︑
社
会
に
向
け
て
学
術
・
文
化
を
発
信
し

て
︑
地
域
の
生
涯
学
習
に
大
き
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
︒

博
物
館
類
似
施
設
と
し
て
は
︑
二
〇
〇
五
年
に
市
川
市
中
山
に
開
館
し

た
市
川
市
東
山
魁
夷
記
念
館
が
あ
る
︒
6
︲
2
︲
11

終
戦
の
翌
年
に
市
川
市
に
移
り
住
み
︑
そ
の
最
期
の
と
き
も
こ
の
地
で

迎
え
た
東
山
魁
夷
は
︑﹁
私
の
戦
後
の
代
表
作
は
︑
す
べ
て
市
川
の
水
で

描
か
れ
て
い
ま
す
︒﹂
と
い
う
こ
と
ば
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
︑
市
川
市

で
暮
ら
し
た
五
二
年
間
に
多
く
の
作
品
を
描
い
た
︒
一
九
八
五
（
昭
和
六

〇
）
年
に
開
館
し
た
市
川
市
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
第
一
緞
帳
の
原
画
を

制
作
す
る
な
ど
︑
市
川
市
と
の
関
わ
り
が
深
い
芸
術
家
で
あ
り
︑
一
九
八

八
年
に
市
川
市
か
ら
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら
れ
て
い
る
︒
一
九
九
四

（
平
成
六
）
年
に
開
館
し
た
市
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
は
︑
東
山

魁
夷
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
設
け
ら
れ
た
が
︑
こ
れ
が
東
山
魁
夷
記
念
館
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〔6-2-11〕市川市東山魁夷記念館

の
前
身
で
あ
る
︒

こ
の
ほ
か
に
も
︑
市
川
市
の
文
化
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
の
が
︑﹁
街
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
市
づ
く
り
﹂
で
あ
る
︒
街
か
ど
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
都
市
づ
く
り
と
は
︑
地
域
の
文
化
資
源
や
文
化
活
動
の
場
の

整
備
と
活
用
を
図
り
︑
文
化
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
街
に
し
よ
う
と
す

る
活
動
で
︑
市
川
・
真
間
地
区
で
は
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
︑
国
分
・
国
府

台
地
区
で
は
︑
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
︑
そ
し
て
行
徳
・
妙
典
地
区
で
は
二

〇
〇
九
年
度
か
ら
︑
街
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
市
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催

し
︑
市
民
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
︒

ま
た
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
街
回
遊
展
で

あ
る
︒
街
回
遊
展
は
︑
街
を
歩
き
な
が
ら
地
域
文
化
を
知
り
︑
そ
の
街
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
︑
文
化
芸
術
を
通
し
て
多
く
の
人
び
と
と

の
交
流
を
図
る
目
的
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

第
一
回 

一
九
九
九
年　

四
月 

中
山
・
若
宮
地
区

第
二
回 

二
〇
〇
〇
年　

四
月 

市
川
・
真
間
地
区

第
三
回 

二
〇
〇
〇
年
十
一
月 

行
徳
地
区

第
四
回 

二
〇
〇
一
年　

十
月 

大
野
地
区

第
五
回 

二
〇
〇
二
年　

十
月 

八
幡
地
区

第
六
回 

二
〇
〇
三
年　

七
月 

国
府
台
・
矢
切
地
区

第
七
回 

二
〇
〇
五
年　

三
月 

須
和
田
・
国
分
地
区
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第
八
回 

二
〇
〇
六
年　

三
月 

中
山
地
区

第
九
回 

二
〇
〇
七
年　

三
月 

行
徳
地
区

第
一
〇
回 

二
〇
〇
八
年　

三
月 

真
間
地
区

第
一
一
回 

二
〇
〇
九
年　

三
月 

信
篤
・
二
俣
地
区

第
一
二
回 

二
〇
〇
九
年　

十
月 

曽
谷
地
区

第
一
三
回 
二
〇
一
〇
年　

十
月 

市
川
・
新
田
・
真
間
・

 
 

国
府
台
地
区

第
一
四
回 

二
〇
一
一
年　

十
月 

中
山
地
区

第
一
五
回 

二
〇
一
二
年
十
一
月 

中
国
分
地
区

第
一
六
回 

二
〇
一
三
年
十
一
月 

妙
典
地
区

第
一
七
回 

二
〇
一
四
年　

九
月 
八
幡
地
区

第
一
八
回 

二
〇
一
五
年　

十
月 
市
川
地
区

第
一
九
回 

二
〇
一
六
年　

十
月 

南
行
徳
地
区

こ
の
よ
う
に
街
回
遊
展
の
開
催
地
は
市
川
市
域
の
全
域
に
及
ん
で
い
る
︒

こ
の
ほ
か
に
︑
二
〇
〇
二
年
に
は
国
府
台
（
三
月
）︑
南
行
徳
（
十
一
月
）︑

二
〇
〇
三
年
に
は
国
府
台
で
ミ
ニ
回
遊
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
︒
各
回
︑

来
訪
す
る
人
び
と
も
︑
迎
え
る
人
び
と
も
笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
︒

ま
た
︑
脚
本
家
・
水
木
洋
子
邸
︑
市
川
市
芳
澤
ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︑

市
川
市
木
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
開
設
し
︑
市
川
市
に
寄
贈
さ
れ
た
建
造

物
を
利
用
し
て
︑
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
を
行
っ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
施
設
は
︑

同
時
に
文
化
団
体
の
活
動
の
場
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
る
︒
ほ
か
に
も

市
域
に
点
在
す
る
文
化
施
設
は
平
時
に
お
い
て
も
市
民
が
街
を
回
遊
し
て

楽
し
め
る
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
地
域
の
文
化
資
産
を
整
備
し
︑
文
化
活
動
の
場
と

し
て
活
用
し
︑
市
川
市
域
全
体
を
美
術
館
︑
博
物
館
に
し
て
し
ま
お
う
︑

と
い
う
活
動
が
﹁
街
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
︒

市
民
の
活
用
が
あ
っ
て
こ
そ
︑
こ
れ
ら
の
施
設
は
さ
ら
に
活
き
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

3　
公
民
館
活
動
と
芸
術
祭
・
文
化
祭

公
民
館
は
︑
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
制
定
さ
れ
た
社
会
教
育
法

の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
施
設
で
︑
市
町
村
か
︑
公
民
館
設
置
を

目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
ま
た
は
一
般
財
団
法
人
で
な
け
れ
ば
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
（
第
二
一
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
活
動
は
︑

定
期
講
座
︑
講
習
会
︑
講
演
会
︑
展
示
会
を
開
催
す
る
こ
と
︑
図
書
な
ど

を
備
え
︑
そ
の
利
用
を
図
る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
︑
ま
た
そ
の
施
設

を
住
民
の
集
会
や
公
共
的
目
的
に
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒
二
〇
一
五

（
平
成
二
七
）
年
現
在
︑
市
川
市
に
は
社
会
教
育
法
を
根
拠
と
す
る
公
民

館
が
︑
6
︲
2
︲
21
に
示
す
よ
う
に
一
六
館
あ
る
︒
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名称 開館（西暦） エリア
中央公民館 1952 ❸
西部公民館 1974 ❻
鬼高公民館 1978 ❹
行徳公民館 1978 ❿
東部公民館 1979 ❺
柏井公民館 1980 ❾
本行徳公民館 1980 ❿
大野公民館 1981 ❾
市川駅南公民館 1981 ❷
信篤公民館 1982 ❽
曽谷公民館 1983 ❼
若宮公民館 1987 ❺
幸公民館 1989 ⓭
南行徳公民館 1990 ⓬
市川公民館 1991 ❶
菅野公民館

（中央公民館菅野分館と
して2004年開館）

2011 ❸

〔6-2-12〕公民館一覧（2015年度）

（「公民館一覧」『市政概要　平成27年度版』より作成）

市
川
市
で
初
め
て
公
民
館
が
設
置
さ
れ
た
の
は
︑
一
九
五
二
（
昭
和
二

七
）
年
︑
葛
飾
八
幡
宮
境
内
に
開
館
し
た
現
在
の
中
央
公
民
館
だ
っ
た
︒

こ
の
時
の
市
川
市
に
は
︑ま
だ
南
部
の
行
徳
町
・
南
行
徳
町
が
市
域
と
な
っ

て
お
ら
ず
︑
一
九
五
〇
年
の
人
口
は
︑
一
〇
万
二
五
〇
六
人
で
︑
そ
の
設

置
割
合
は
単
純
計
算
で
約
一
〇
万
人
に
一
館
と
い
う
具
合
だ
っ
た
︒
一
九

五
五
年
に
行
徳
町
が
︑
一
九
五
六
年
に
南
行
徳
町
が
市
域
に
加
わ
り
︑
両

町
合
併
後
の
一
九
五
六
年
に
は
︑
市
川
市
の
人
口
は
一
四
万
一
五
二
八
人

と
な
っ
た
が
︑
公
民
館
一
館
体
制
は
し
ば
ら
く
続
い
た
︒
二
館
目
の
公
民

館
は
︑
二
〇
年
以
上
の
時
を
隔
て
た
一
九
七
四
年
に
中
国
分
に
開
館
し
た

西
部
公
民
館
で
あ
る
︒
こ
の
年
の
人
口
は
三
〇
万
一
九
五
二
人
で
︑
一
五

万
人
に
一
館
と
い
う
割
合
と
な
っ
た
︒
そ
の
後
︑
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け

て
公
民
館
の
開
館
が
続
き
︑
一
番
新
し
い
菅
野
公
民
館
が
︑
そ
の
前
身
で

あ
る
中
央
公
民
館
菅
野
分
館
と
し
て
開
設
さ
れ
た
二
〇
〇
四（
平
成
一
六
）

年
に
は
︑
四
六
万
四
八
七
三
人
の
人
口
の
も
と
一
六
館
が
運
営
さ
れ
て
お

り
︑
設
置
割
合
は
二
万
九
〇
五
五
人
に
一
館
と
三
万
人
弱
に
一
館
と
い
う

割
合
に
な
っ
た
︒
二
〇
一
五
年
段
階
に
お
い
て
も
︑
一
館
あ
た
り
二
万
九

五
二
四
人
で
あ
り
︑
そ
の
比
率
は
概
ね
変
わ
ら
な
い
︒
市
史
エ
リ
ア
（
第

1
章
1
︲
1
︲
1
参
照
）
で
み
る
と
︑
⓫
に
は
公
民
館
を
欠
い
て
い
る
も

の
の
︑
近
隣
の
❿
に
複
数
の
公
民
館
が
あ
り
︑
ほ
ぼ
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
こ
こ
で
は
︑
公
民
館
一
六
館
の
中
か
ら
︑
市
域

最
初
の
公
民
館
で
交
通
の
利
便
性
も
あ
る
中
央
公
民
館
と
︑
市
域
北
部
に

あ
り
︑
駅
か
ら
若
干
離
れ
た
場
所
に
位
置
し
て
い
る
柏
井
公
民
館
の
二
館

を
取
り
上
げ
︑
そ
の
事
業
を
み
て
み
た
い
︒

中
央
公
民
館
は
一
九
四
九
年
十
一
月
に
市
制
一
五
周
年
記
念
事
業
と
し

て
計
画
さ
れ
︑
一
九
五
二
年
に
開
館
し
た
当
初
は
市
川
市
公
民
館
（
以
下
︑

中
央
公
民
館
）
と
称
し
た
︒
中
央
公
民
館
は
︑
J
R
総
武
線
・
本
八
幡
駅

お
よ
び
京
成
本
線
・
京
成
八
幡
駅
か
ら
徒
歩
五
分
程
度
の
距
離
に
あ
り
︑

両
駅
を
経
路
と
す
る
バ
ス
路
線
も
豊
富
な
交
通
至
便
の
地
に
あ
り
︑
通
勤

や
通
学
の
途
中
で
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
な
施
設
で
あ
る
︒
中
央
公
民
館

は
︑﹃
市
勢
概
要　

昭
和
五
五
年
﹄
の
な
か
で
︑
そ
の
目
的
を
︑﹁
成
人
学

校
︑
高
齢
者
教
室
︑
婦
人
教
室
︑
青
年
教
室
そ
の
他
各
種
の
教
室
を
開
設
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対象 学級、講座名 参加人員 実施回数 学習内容

青年 勤労青年教室 168 20 一般教養、レクリエーション

婦人 婦人教室 239 11 家庭の人間関係、婦人の自立、福祉関係

言語障害幼時母親学級 224 10 言語障害児の指導

幼児教室 205 5 幼児期の健康管理、しつけ

老人 老壮大学 1699 23 健康管理、時事問題、園芸他

成人 英会話教室 330 10 日常英会話　初級

中国語講座 241 10 中国語会話　初級・中級

成人学校 3,337 134 作法、編物、絵画他

婦人教養講座 70 2 歴史上の女性の背景と生き方

区分 公民館主催事業 公民館クラブ 青年団体 老人クラブ 市関係 その他 計

回数 225 864 0 44 115 110 1,358

人員 6,513 15,722 0 1,457 4,110 2,285 30,087

し
︑
市
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
を
と
お
し
て
︑
市
民
自
ら
の
力
で
課
題

解
決
の
方
法
と
意
欲
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
﹂
と
記
し
︑
市
川
市
に

お
け
る
公
民
館
活
動
の
中
心
拠
点
と
し
て
︑
そ
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
︒

6
︲
2
︲
31
は
︑
一
九
八
〇
年
度
の
中
央
公
民
館
の
開
催
講
座
を
示
し

た
も
の
だ
が
︑
子
ど
も
を
除
く
幅
広
い
世
代
に
︑
二
二
五
回
の
学
習
機
会

を
提
供
し
︑
六
五
一
三
人
の
参
加
者
を
得
て
い
る
︒
公
民
館
が
開
催
す
る

講
座
は
︑
公
民
館
か
ら
市
民
へ
の
発
信
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
講

座
に
参
加
し
た
市
民
に
︑
そ
の
後
も
施
設
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
︑

公
民
館
の
大
き
な
目
的
で
も
あ
る
︒
そ
の
ひ
と
つ
の
利
用
例
と
し
て
︑
講

座
終
了
後
︑
受
講
者
た
ち
を
核
と
し
て
サ
ー
ク
ル
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
︑

公
民
館
は
そ
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
場
所
と
し
て
も
提
供
さ
れ
て
い
る
︒

6
︲
2
︲
41
に
は
︑
公
民
館
ク
ラ
ブ
の
活
動
回
数
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

公
民
館
ク
ラ
ブ
に
は
︑
前
述
の
公
民
館
主
催
講
座
終
了
後
︑
引
き
続
き
学

び
の
機
会
を
求
め
て
︑
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
の
場
を
中
央
公
民
館
に
設

け
た
団
体
や
︑
別
の
経
緯
で
設
立
さ
れ
た
団
体
な
ど
が
あ
る
が
︑
そ
れ
ら

の
公
民
館
ク
ラ
ブ
の
活
動
回
数
は
八
六
四
件
︑
参
加
の
延
べ
人
数
は
一
万

五
七
二
二
人
に
も
上
っ
て
い
る
︒
中
央
公
民
館
が
目
指
し
て
い
た
﹁
市
民

の
自
主
的
な
学
習
活
動
﹂
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
︒

公
民
館
講
座
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
︒
6
︲
2
︲
51
は
︑
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
二
年
度
の
春
講
座
・
秋
講
座
と
二
〇
一
〇
年
度

〔6-2-13〕中央公民館開催講座（1980年度）

〔6-2-14〕中央公民館利用状況（1980年度）

（「各種講座実施状況〔中央公民館／55年度〕」『市勢概要　昭和56年度版』より作成）

（「利用状況〔中央公民館／55年度〕」『市勢概要　昭和56年度版』より作成）
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年度 講　座 回数 内　容 定員

2
0
0
2
（
平
成
14
）
年

春
講
座

有楽流茶道教室 8 織田信長の末弟、織田有楽斎を流祖とす
る。武家に伝わる茶道

20

実用書道講座 6 名前等筆で上手に書きたい！　ちょっ
としたコツをつかんで日常に役立つ筆
使いを学ぶ

20

美術館を読む 5 近郊の美術館を訪ねて、美の世界を読み
取る。又芸術に触れる機会とする

20

生活学講座 7 契約トラブル・環境問題・サプリメント
と薬の関係など消費生活に関する知識
を深める

40

文章基礎講座　あなたもエッセイスト 6 文章の基礎を我がものにし、美しい情景、
旅の話、自分の人生を素直に文章にしよう

20

小学生の囲碁教室 7 シルバーとジュニアで楽しく過ごす囲
碁交流

20

ちぎり絵講座 4 手すき和紙を素材とし指先でちぎり、オ
リジナリティあふれる作品（絵）を作る

20

秋
講
座

和紙の芸術 4 クリスマス用ポインセチア、干支を押し
絵で飾ってみませんか

30

実務に役立つパソコン講座 8 WORD、EXCEL（文書作成・表計算）
を総合的に習得する

15

美術館を読む 3 近郊の美術館を訪ねて、美の世界を読み
取る。また芸術に触れる機会とする

20

初歩の写真教室 4 今、お持ちのカメラでワンランクアップ
の写真を撮ってみませんか

15

生活学講座 4 生活習慣病をしっかり勉強しましょう
（調理実習・運動）または骨密度は？

40

子供の茶道教室 3 茶道を体験し、日本の文化に触れてみま
しょう

20

中国墨彩画講座 4 墨彩画の基本的筆法、墨法を具体的に学
び、中国美術についても学ぶ

15

2
0
1
0
（
平
成
22
）
年

春
講
座

和太鼓で元気もりもり 3 鼓動に乗って、心身ともに健康づくり 10
トールペイントで花のある素敵な暮らし 4 可愛い小物入れ・ティッシュボックス 10
吹き矢で楽しく心と体の健康づくり 3 腹式呼吸で脳を活性化し集中力アップ 16
裂き織でミニバッグ作り 3 ボードを使って手軽に裂き織を楽しむ 10
水彩画で愛でる新緑の世界 4 基本を学び新緑の八幡神社境内を描く 16
ココロが元気になる花講座 3 ワイルドフラワーの花かごなど3作品 12
親子で作って楽しむ音楽広場 4 鍵盤ハーモニカ・歌・工作に親しむ 10組
ソフト粘土で飾る色とりどりの花々 2 薔薇等の花々で飾るウェルカムボード 10
はじめての籐工芸 4 手作りの籐工芸作品を3点つくる 10

秋
講
座

きらめく銀世界のクリスマスツリー 3 トールペイント柊、雪景色を描く 10
俳句と川柳で言葉遊び 4 日々の暮らしと秋の風を詠む 12
エンジョイ放課後クラブ 3 トール・デコパージュ・エコバック 10
井上ひさしと市川 2 井上ひさしの軌跡をたどり、市川との関

わりを学ぶ
20

ぼくとわたしのわくわく講座 4 手織マフラーと布ぞうりにチャレンジ 10
鍵盤ハーモニカで脳トレ　筋トレ 3 簡単な楽譜の読み方を学び、合奏する 10
親子・ともだちふれあい広場 2 音楽、工作に親しみ、紙芝居を楽しむ 10組
骨盤スッキリストレッチ 4 骨盤矯正で心と体をやさしく元気に 12
千代紙で作る色紙びなと立ちびな 3 自分だけの愛らしいお雛さまを作る 10

〔6-2-15〕中央公民館開催講座（2002・2010年度）

（『市川市公民館主催講座情報紙　ミーティアムガイド』3号・4号・19号・20号より作成）
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の
春
講
座
・
秋
講
座
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
︒
子
ど
も
や
親
子
を
対
象
と

し
た
講
座
が
増
え
︑
多
様
な
市
民
層
が
受
講
で
き
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
教
養
に
類
す
る
講
座
も
多
く
︑
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
様
な
学

び
が
教
材
等
の
実
費
の
み
で
受
講
で
き
る
と
い
う
公
民
館
な
ら
で
は
の
特

色
も
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
中
央
公
民
館
が
市
域
の
各
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

容
易
で
︑
多
く
の
市
民
が
生
涯
学
習
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
と
い
う
長
所

を
活
か
し
た
も
の
で
︑
公
民
館
活
動
の
中
心
拠
点
と
し
て
啓
蒙
活
動
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

一
方
︑
柏
井
公
民
館
は
︑
周
辺
に
は
梨
畑
が
広
が
る
市
の
北
東
部
に
位

置
し
て
い
る
︒
J
R
武
蔵
野
線
の
船
橋
法
典
駅
と
市
川
大
野
駅
の
い
ず
れ

か
ら
も
徒
歩
で
三
〇
分
程
度
を
要
す
る
た
め
︑
ア
ク
セ
ス
に
は
バ
ス
か
自

家
用
車
︑
自
転
車
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
︒
そ
の
た
め
中
央
公
民
館
の

よ
う
に
市
域
各
方
面
か
ら
利
用
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
︑
地
域
と
の
関
係
が

よ
り
濃
密
な
公
民
館
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
柏
井
公
民
館
は
一
九
八
〇

（
昭
和
五
五
）
年
に
開
館
し
て
お
り
︑
四
〇
年
近
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
︒

ま
ず
開
館
か
ら
間
も
な
い
頃
の
柏
井
公
民
館
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
︒

﹃
市
勢
概
要　

昭
和
五
五
年
﹄
の
柏
井
公
民
館
の
項
目
で
は
︑﹁
当
公

民
館
は
今
年
度
五
月
開
館
し
た
ば
か
り
で
あ
る
の
で
︑
ま
だ
十
分
住
民
に

そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
︒
そ
こ
で
地
域
住
民
が
必
要

と
す
る
学
習
要
求
を
︑
す
み
や
か
に
と
ら
え
公
民
館
事
業
と
し
て
と
り
入

れ
︑
各
種
ク
ラ
ブ
の
育
成
︑
図
書
の
貸
出
な
ど
の
事
業
を
通
じ
住
民
に
身

近
か
な
公
民
館
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
い
︒﹂
と
意
気
込
み
を
記
し

て
い
る
︒

6
︲
2
︲
61
は
︑
開
館
の
年
で
あ
る
一
九
八
〇
年
度
に
開
か
れ
た
柏
井

公
民
館
の
講
座
で
あ
る
︒
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
を
対
象

に
講
座
が
開
か
れ
て
お
り
︑
そ
の
中
に
は
︑
中
学
生
と
母
親
が
対
象
と
い

う
意
欲
的
な
講
座
も
あ
る
︒
ま
た
︑
中
央
公
民
館
と
比
較
し
て
︑
生
活
や

楽
し
み
に
根
ざ
し
た
内
容
が
や
や
多
い
︒
な
か
で
も
農
業
講
座
の
存
在
は
︑

市
川
市
北
東
部
と
い
う
地
域
の
特
性
を
明
確
に
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
︒

こ
れ
ら
の
講
座
は
︑﹁
最
終
的
に
は
︑
地
域
の
連
帯
感
を
さ
ら
に
強
化
し

つ
つ
︑
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
︑
文
化
活
動
の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を

果
し
た
い
︒﹂（﹃
市
勢
概
要　

昭
和
五
六
年
度
版
﹄）
と
い
う
柏
井
公
民
館

の
目
的
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
6
︲
2
︲
71
は
︑
一
九
八

〇
年
度
の
柏
井
公
民
館
の
利
用
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
六
四
回
の

公
民
館
主
催
事
業
を
実
施
し
︑
一
九
九
二
人
の
利
用
者
を
集
め
て
い
る
︒

開
館
し
て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
公
民
館
ク
ラ
ブ
の
活
動
回
数
は
四
回
︑
参

加
の
延
べ
人
数
は
三
一
人
と
︑
ま
だ
数
値
は
小
さ
い
︒
し
か
し
︑
そ
の
他

の
利
用
回
数
が
中
央
公
民
館
の
倍
以
上
の
二
八
九
回
を
数
え
︑
参
加
の
延

べ
人
数
も
四
〇
三
九
人
と
大
き
な
数
字
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ

る
︒
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
︑
多
様
な
団
体
の
利
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑

地
域
と
の
共
存
や
そ
の
多
様
性
と
い
う
姿
が
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
︒

近
年
開
か
れ
た
柏
井
公
民
館
の
講
座
を
紹
介
し
た
い
︒
二
〇
一
五
年
の
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対象 学級、講座名 参加人員 実施回数 学習内容
児童 各種子供会 330 10 工作、映画会等

婦人
料理教室 210 7 手がるにできる家庭料理
着付け教室 270 9 きもの着付

複合 母と子（中学生）の天文教室 100 2 天体への学習、母と子のふれ合い

一般
家庭教育講座 200 5 父親・母親の役割・家庭内暴力等
書道教室 200 10 楷書・行書・草書・かな
市民教室 210 5 映画鑑賞

農業 農業教室 30 1 夢の肥料
老人 シルバー大学 409 9 健康、年金、福祉、寄席、生きがい、映画会

区分 公民館
主催事業

公民館
クラブ

各　種
青少年団体 老人団体 市関係 その他 計

回数 64 4 1 2 15 289 375
人員 1,992 31 7 40 317 4,039 6,426

〔6-2-16〕柏井公民館開催講座（1980年度）

〔6-2-17〕柏井公民館利用状況（1980年度）

（「各種講座実施状況〔柏井公民館／55年度〕」『市勢概要　昭和56年度版』より作成）

（「利用状況〔柏井公民館／55年度〕」『市勢概要　昭和56年度版』より作成）

秋
に
開
催
さ
れ
た
﹃
私
の
逸
品
﹄
と
い
う
講
座
で
あ
る
︒
市
川
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
が
春
と
秋
の
年
二
回
発
行
し
て
い
る
﹃
市
川
市
公
民
館

講
座
情
報
紙　

ミ
ー
テ
ィ
ア
ム
ガ
イ
ド
﹄
の
第
三
〇
号
に
は
︑﹁
特
別
支

援
学
校
の
生
徒
&
先
生
と
一
緒
に
︑
た
た
ら
粘
土
で
私
だ
け
の
お
雛
様
を

作
る
﹂
と
紹
介
し
て
い
る
︒
こ
の
講
座
が
企
画
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
度
の

同
公
民
館
の
講
座
計
画
書
に
は
︑﹁
文
化
祭
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
市

川
大
野
高
等
学
園
と
共
催
の
よ
う
な
形
で
陶
芸
教
室
﹂﹁
地
域
と
の
連
携

を
め
ざ
し
︑（
略
）
新
た
に
市
川
大
野
高
等
学
園
の
教
員
・
生
徒
に
よ
る

陶
芸
教
室
﹂
と
あ
り
︑
柏
井
公
民
館
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
（
旧
・
市
川
北

高
校
所
在
地
）
に
あ
る
同
校
と
の
連
携
に
積
極
的
で
あ
る
︒
こ
の
講
座
は

単
年
で
終
わ
る
こ
と
な
く
︑
二
〇
一
六
年
秋
に
は
︑﹃
陶
の
灯あ

か
り

﹄（
内
容
・

陶
で
作
る
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド　

L
E
D
電
球
付
）︑
二
〇
一
七
年
秋
に
は
︑

﹃
陶
で
遊
ぶ
﹄（
内
容
・
陶
で
作
る
可
愛
い
動
物
の
小
物
入
れ
を
制
作
）

と
二
〇
一
七
年
現
在
︑
三
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
講

座
の
指
導
を
担
当
す
る
講
師
を
み
て
み
る
と
︑
初
年
の
二
〇
一
五
年
の
講

師
は
︑﹁
市
川
大
野
高
等
学
園
窯
業
コ
ー
ス
﹂︑
二
〇
一
六
年
以
降
は
﹁
市

川
大
野
高
等
学
園　

窯
業
科
生
徒
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
学
園
の
生
徒
が
指

導
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
化
し
て
い
る
︒

二
〇
一
七
年
秋
の
講
座
で
は
︑
作
業
台
と
な
る
テ
ー
ブ
ル
に
三
人
ほ
ど

の
受
講
生
が
座
り
︑
指
導
者
で
あ
る
市
川
大
野
高
等
学
園
の
生
徒
が
そ
れ

ぞ
れ
テ
ー
ブ
ル
を
担
当
し
︑
ま
た
特
定
の
役
割
を
持
っ
た
生
徒
は
各
テ
ー
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年度 季 号 講座 回数 内容 定員

2
0
1
1
（
平
成
23
）
年

春
講
座

21 女性カレッジ　重曹パワーを知ろう 2 エコ洗剤を作る。館外、日本橋を巡る 18
21 草木染　春の色を吹き込む 2 植物や自然の素材を使い小染物を作る 12
21 オカリナを作り楽しく演奏 3 手作りオカリナで心癒す音色を楽しむ 12
21 ジュニアゴルフ　集まれ大好きっ子 5 基礎を学び最終日ビデオチェックする 10
21 無添加手づくりパン 2 手ごねで栄養のある米粉パン等を作る 16
21 手打ちそば女性教室 2 こねる、切る、茹での基本を知り食す 16
21 マイパソコンで学ぶワード2007・2010 4 パソコン持込みで新機能の操作を学ぶ 12

21 はじめの一歩　踊る「フラメンコ」 3 基本動作を学び楽しく踊りながら姿勢や骨
盤を矯正して健康増進を図る 16

21 幸田文と市川 2 晩年の父露伴と菅野に暮らした幸田文の作
品と市川との関わりを学ぶ 15

秋
講
座

22 奏でよう　ウクレレの調べ 5 ウクレレの基礎を学び演奏を楽しむ 14
22 笑顔を届ける　親子ヨガ 3 親子で体を動かしスキンシップを図る 15組

22 備えて安心　防災対策 2 想定外の災害から身を守る方法や保存食の
備蓄など防災体験を交えて学ぶ 20

22 2007・2010　パソコンで年賀状 5 パソコン持込みで年賀状を作成する 12
22 消しゴムはんこで干支づくり 3 季節模様のはんこを彫り作品を作る 12
22 季節の手作りケーキ 2 焼菓子とブッシュドノエル作りに挑戦 16
22 仏像の魅力をやさしく学ぶ 3 仏像の基礎を学び、行徳寺町巡りをする 18

22 こもれびコンサート
弦・魅惑の音色 2 ヴァイオリンとハープのデュオ　チェロと

ピアノのデュオ 30

ブ
ル
を
回
っ
て
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
︒
市
川
大
野
高
等
学
園
の
教

師
も
講
座
に
同
席
し
て
い
る
が
︑
受
講
生
に
直
接
指
導
す
る
の
は
︑
あ
く

ま
で
窯
業
科
の
生
徒
た
ち
で
あ
る
︒
受
講
生
は
指
導
者
を
務
め
る
市
川
大

野
高
等
学
園
の
生
徒
た
ち
と
話
を
し
な
が
ら
︑
作
品
を
作
り
あ
げ
て
い
く
︒

形
作
っ
た
作
品
は
市
川
大
野
高
等
学
園
に
運
ば
れ
︑
そ
こ
で
焼
き
上
げ
︑

後
日
︑
公
民
館
に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
︒
こ
の
講
座
を
柏
井

公
民
館
は
継
続
し
て
開
講
し
て
い
る
︒
交
通
至
便
と
は
い
か
な
い
地
域
で

あ
れ
ば
こ
そ
︑
地
域
に
根
付
く
公
民
館
を
め
ざ
す
と
い
う
柏
井
公
民
館
な

ら
で
は
の
講
座
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

ま
た
︑
6
︲
2
︲
81
は
︑
二
〇
一
一
年
度
の
柏
井
公
民
館
の
春
と
秋
の

主
催
講
座
で
あ
る
︒
二
〇
一
一
年
は
三
月
十
一
日
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
が
発
生
し
た
年
で
あ
る
︒
前
年
度
の
う
ち
に
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
た
四
月
か
ら
始
ま
る
春
の
講
座
に
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
が
︑
秋
の
講
座
に
は
︑﹁
備
え
て
安
心
防
災
対
策
﹂
と
い
う
講

座
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
︒
想
定
外
の
災
害
か
ら
身
を

守
る
方
法
や
︑
保
存
食
の
備
蓄
な
ど
防
災
体
験
を
交
え
て
学
ぶ
こ
と
が
内

容
に
な
っ
て
お
り
︑
市
川
市
役
所
・
危
機
管
理
課
の
職
員
な
ど
が
講
師
と

な
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
防
災
講
座
の
開
催
は
柏
井
公
民
館
だ
け
に
限

ら
ず
︑
同
年
秋
に
は
︑
西
部
公
民
館
﹁
非
常
時
に
備
え
万
全
の
知
識
を
学

ぶ
﹂︑
大
野
公
民
館
﹁
も
し
も
の
地
震
に
備
え
て
﹂︑
本
行
徳
公
民
館
﹁
災

害
時
に
役
立
つ
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
﹂
と
︑
合
計
四
館
に
お
い
て
開
催

〔6-2-18〕柏井公民館開催講座（2011年度）

（『市川市公民館講座情報紙　ミーティアムガイド』21号・22号より作成）
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行事名 開催日時 団　体
市川さくら草展示会（49回) 4 月21日～29日 市川さくら草会
春の史蹟まつり（37回） 4月29日 真間史蹟保存会
市川市美術展覧会（66回） 4月21日～5月6日 市川美術会
市響ジュニア定期演奏会（43回） 5月 5日 市川交響楽団協会
市川市写真展（30回） 6月19日～24日 市川市写真連盟
市響「交響楽の午後」（401回） 7月 8日 市川交響楽団協会
市響「市吹秋のコンサート」（402回） 9月 9日 市川交響楽団協会
市川市珠算競技大会（69回） 9月 9日 市川商工会議所
市川市手工芸公募展（28回） 9月12日～16日 市川市手工芸連盟
芸術文化集会（25回） 9月24日～30日 市川市芸術文化団体協議会
オペラ公演 9月30日 市川オペラ振興会
市川の民話のつどい（41回） 10月13日 市川民話の会
市響「合唱の集い」（403回） 10月14日 市川交響楽団協会
謡と仕舞の会（36回） 10月21日 市川市能楽連合会
市川市吟剣詩舞道大会（41回） 10月28日 市川市吟剣詩舞道連盟
市民茶会 11月 4 日 市川市茶道会
川柳大会（67回） 11月 4 日 川柳新潮社
市川市民合唱祭（40回） 11月10日・11日 市川市合唱連盟
市川市三曲協会定期演奏会（43回） 11月11日 市川市三曲協会
市川市菊花展（60回） 10月31日～11月15日 市川市菊華会
市川市民将棋大会（25回） 11月11日 市川市将棋愛好会連盟
市川市民短歌大会（37回） 11月18日 市川市短歌協会
市川市市民俳句大会（70回） 11月23日 市川市俳句協会
市響「ファミリー交響楽　コンサート」（404回） 12月 9 日 市川交響楽団協会
いけばな展（74回） 3月16日～18日 市川市花道協会
市川市邦楽連盟演奏会（36回） 3月23日・24日 市川市邦楽連盟
市川市洋舞踊合同公演（36回) 3 月31日 市川市洋舞踊協会

〔6-2-19〕市川市芸術祭・文化祭開催事業（2018年度）

（市川市ホームページ「平成30年度　市川市芸術祭・文化祭」より作成）

が
確
認
で
き
る
︒

公
民
館
の
講
座
で
興
味
を
も
っ
た
こ
と
︑
あ
る
い
は
知
己

と
な
っ
た
方
と
の
交
流
の
場
と
し
て
施
設
を
提
供
で
き
る
こ

と
は
︑
公
民
館
に
と
っ
て
の
市
民
や
地
域
へ
の
還
元
で
も
あ

る
︒
今
後
も
市
川
市
域
の
各
公
民
館
が
地
域
に
お
い
て
多
様

な
活
動
を
す
る
と
と
も
に
︑環
境
や
状
況
に
対
応
し
た
発
信
・

受
信
の
核
と
な
っ
て
い
く
こ
と
も
︑
現
代
に
お
け
る
公
民
館

の
新
た
な
存
在
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

市
川
市
で
は
︑
数
々
の
芸
術
文
化
団
体
が
活
動
し
て
い
る
︒

﹃
市
川
市
芸
術
文
化
団
体
要
覧
﹄（
二
〇
〇
三
年
）
に
よ

れ
ば
︑
一
九
七
四
年
に
︑
市
川
交
響
楽
団
協
会
・
市
川
小
型

映
画
協
会
・
市
川
市
花
道
協
会
・
市
川
市
歌
人
協
会
・
川
柳

新
潮
社
・
市
川
市
菊
華
会
・
市
川
茶
道
会
・
市
川
市
演
劇
研

究
会
・
市
川
美
術
会
・
市
川
囲
碁
会
・
市
川
民
謡
連
合
会
・

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
千
葉
県
支
部
・
市
川
市
俳
句
協
会

の
一
三
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
市
川
市
芸
術
文
化
団
体
協

議
会
が
核
と
な
り
︑
市
川
市
の
文
化
向
上
の
原
動
力
と
な
る

べ
く
︑
参
加
団
体
間
や
外
部
団
体
と
の
研
修
・
協
議
︑
市
へ

の
建
議
等
を
通
し
て
傘
下
団
体
の
活
発
化
︑
市
民
文
化
の
振

興
に
努
め
て
き
た
と
い
う
︒

市
川
市
域
の
芸
術
文
化
団
体
と
市
川
市
が
共
同
で
開
催
し
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て
い
る
の
が
︑
市
川
市
芸
術
祭
・
文
化
祭
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
市
域
で
芸

術
活
動
を
楽
し
む
人
び
と
の
日
頃
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で

あ
り
︑
同
時
に
市
民
に
質
の
高
い
展
示
や
舞
台
な
ど
を
気
軽
に
鑑
賞
し
て

も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
意
味
も
持
っ
て
い
る
︒

6
︲
2
︲
91
は
︑
二
〇
一
八
年
度
の
開
催
事
業
一
覧
で
あ
る
︒
市
内
の

芸
術
団
体
が
企
画
し
た
二
七
の
行
事
が
八
幡
を
中
心
と
し
た
会
場
で
開
催

さ
れ
て
い
る
︒
お
な
じ
﹁
ま
つ
り
﹂
と
名
の
つ
く
︑
い
ち
か
わ
市
民
ま
つ

り
は
︑
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
な
ど
特
定
の
日
に
開
催
さ
れ
る
が
︑
市

川
市
芸
術
祭
・
文
化
祭
は
︑
多
く
の
会
社
が
休
暇
と
な
る
旧
盆
（
八
月
）

と
年
末
年
始
を
除
く
四
月
か
ら
三
月
ま
で
毎
月
の
よ
う
に
行
事
が
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
︒
市
民
は
一
年
を
通
し
て
様
々
な
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

4　
市
民
と
ス
ポ
ー
ツ

市
川
市
で
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
活
発
で
あ
る
︒
市
長
を
務
め
た

千
葉
光
行
は
︑
在
任
中
の
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
に
創
立
五
〇
周
年

を
迎
え
た
︑
市
川
市
体
育
協
会
へ
の
祝
辞
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
︑

﹁
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
健
康
は
人
々
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
今
後
日

常
生
活
の
中
で
︑
生
き
甲
斐
を
求
め
て
行
な
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性

が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
︒﹂
と
︑
そ
の
認
識
を

記
し
て
い
る
︒
当
時
の
市
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
最
首
輝
夫
も
﹁
近

年
︑
国
民
の
価
値
観
も
量
か
ら
質
へ
︑
物
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ

と
重
点
が
変
化
し
︑
そ
れ
に
基
づ
く
ニ
ー
ズ
も
個
人
生
活
尊
重
︑
余
暇
・

レ
ジ
ャ
ー
重
視
︑
生
涯
学
習
志
向
の
増
大
等
︑
高
度
に
︑
そ
し
て
多
様
化

し
て
お
り
ま
す
﹂
と
述
べ
て
お
り
︑
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

﹃
市
政
概
要　

平
成
二
七
年
度
版
﹄に
記
さ
れ
た
市
川
市
の
主
な
ス
ポ
ー

ツ
推
進
事
業
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
習
会
と
し
て
︑
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教

室
︑
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
︑
障
が
い
者
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
︑
フ
ァ
ミ
リ
ー

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
︑
市
川
市
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会
が
︑
ま
た

大
会
・
行
事
と
し
て
は
︑
市
民
体
育
大
会
︑
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
︑
市
川

市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
︑
下
総
・
江
戸
川
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
︑
ラ
グ
ビ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒

市
川
市
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
あ
た
っ
て
︑
市
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審

議
会
（
現
・
市
川
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
）
の
提
言
等
を
尊
重
し
︑
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
め
ざ
し
て
︑
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
・
組
織
化
を
図

っ
て
き
た
︒
そ
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
︑
市
民
が
生
涯
を
通
し
て
健
康

で
︑
活
力
に
満
ち
た
生
活
を
営
む
こ
と
で
あ
り
︑﹁
W
H
O
憲
章
の
精
神

を
尊
重
し
た
﹃
健
康
都
市
い
ち
か
わ
﹄
宣
言
﹂
の
精
神
に
も
合
致
す
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
︒

当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
の
背
景
に
は
︑
一
九
六
一
年
に
制
定
さ
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れ
た
﹁
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
﹂（
昭
和
三
六
年
法
律
第
一
四
一
号
）
が
あ
る
︒

こ
の
法
律
に
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
︑
地
方
公
共
団
体
の
役
割
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
︑
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
委
員
会
を

都
道
府
県
や
市
町
村
に
置
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
同
委
員
会
の

活
動
は
︑﹁（
略
）
知
事
又
は
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
︑

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
︑
及
び
こ

れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
若
し
く
は
知
事
又
は
市

町
村
の
教
育
委
員
会
に
建
議
す
る
﹂（
第
一
八
条
）
こ
と
と
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
は
︑﹁
ひ
ろ
く
住
民
が
自
主
的
か
つ

積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
運
動
会
︑
競
技
会
︑
運
動
能
力
テ
ス
ト
︑

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
︑
か
つ
︑

団
体
そ
の
他
の
者
が
こ
れ
ら
の
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
奨
励
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒﹂（
第
七
条
）
と
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
実
施
お
よ
び
奨
励
に
つ
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
は
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年

に
法
改
正
さ
れ
︑
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
二
三
年
法
律
第
七
八
号
）
と

な
っ
た
︒
市
川
市
で
は
同
法
の
も
と
︑
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
社
会
体
育

行
事
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
を
行
い
︑
組
織
的
で
多
彩
な
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

市
川
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
携
わ
る
団
体
と
し
て
︑
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
も
の
が
︑
一
九
五
〇
年
八
月
に
陸
上
競
技
協
会
︑
軟
式
庭
球

連
盟
︑卓
球
連
盟
︑籠ろ

う

球き
ゅ
う

協
会
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）︑排は

い

球き
ゅ
う

協
会
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）︑
小
中
学
校
体
育
連
盟
︑
連
合
青
年
団
の
七
団
体
に
よ
り

組
織
さ
れ
た
市
川
市
体
育
協
会
で
あ
る
︒
市
川
市
体
育
協
会
は
︑
県
民
体

育
大
会
︑市
民
体
育
大
会
︑
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
実
施
し
︑競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
の
た
め
活
動
し
て
い
る
が
︑
そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
︑

国
民
の
余
暇
の
増
大
が
あ
っ
た
︒

一
九
八
〇
年
頃
か
ら
民
間
企
業
に
も
少
し
ず
つ
導
入
さ
れ
て
い
た
週
休

二
日
制
は
︑
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
国
家
公
務
員
に
導
入
さ
れ
た
こ

と
か
ら
転
換
期
を
迎
え
た
︒
同
年
秋
に
は
︑
文
部
科
学
省
が
月
一
回
の
土

曜
日
を
休
校
と
し
た
︒
三
年
後
の
一
九
九
五
年
四
月
か
ら
は
︑
土
曜
休
校

が
月
二
回
と
段
階
的
に
拡
大
さ
れ
︑
一
九
九
六
年
の
中
央
教
育
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
︑二
〇
〇
二
年
か
ら
は
︑学
校
週
五
日
制
（
週
休
二
日
制
）

が
実
施
さ
れ
た
︒
週
休
二
日
制
の
波
は
︑最
初
に
労
働
環
境
︑つ
ま
り﹁
親
﹂

の
側
か
ら
起
こ
っ
た
︒
そ
の
後
︑
学
校
が
週
末
に
休
み
と
な
り
︑﹁
子
﹂

が
在
宅
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
︑
週
末
を
親
子
で
過
ご
す
家
庭
も
あ
れ

ば
︑
子
だ
け
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
︑
実
際

の
生
活
に
お
い
て
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
︒

市
川
市
体
育
協
会
は
︑
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
︑
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
︑
卓
球
︑

陸
上
︑
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
︑
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
︑
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
︑
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
︑
な
ぎ
な
た
︑
空
手
︑
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
︑
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
︑
合

気
道
︑
サ
ッ
カ
ー
︑
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
︑
テ
ニ
ス
︑
剣
道
の
一
六
種
目
の
教

室
を
開
設
し
︑
年
間
を
通
し
︑
各
競
技
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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種　　目 日　時 担　当
ソフトテニス団体戦 9月29日 ソフトテニス連盟
ソフトテニス個人戦（市選手権大会） 10月 6 日 ソフトテニス連盟
ソフトテニス成年・シニア 11月 3 日 ソフトテニス連盟
卓球 10月 7 日 卓球連盟
陸上 10月 8 日 陸上競技協会
剣道 10月 8 日 剣道連盟
フォークダンス 12月17日 フォークダンス協会
柔道 11月 3 日 柔道協会
弓道 11月 4 日 弓道連盟
テニス 10月28日 テニス協会
バドミントン 11月18日 バドミントン協会
バドミントン 10月 7 日 バドミントン協会
バドミントン 10月13日 バドミントン協会
バドミントン 11月23日 バドミントン協会
フェンシング 11月11日 フェンシング協会
空手道 11月23日 空手道連盟
なぎなた 11月11日 なぎなた連盟
ボウリング 10月 8 日 本八幡スターレーン内市民ボウリング大会担当
合気道 11月 3 日 合気道連盟
インディアカ 9月 9日 インディアカ協会
バウンドテニス 9月23日 バウンドテニス協会

や
講
習
会
等
を
開
催
し
た
︒

市
が
︑
地
域
ぐ
る
み
で
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
設
定

し
て
教
室
を
開
く
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
行
う
こ
と
は
︑﹁
生
ま
れ
た

自
由
時
間
﹂
に
個
々
の
家
庭
だ
け
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
︑
地
域
ぐ
る

み
で
対
応
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
︒
ま
た
学

校
で
の
部
活
動
指
導
者
不
足
へ
の
対
応
と
も
な
り
︑
拡
大
解
釈
す
れ
ば
︑

学
校
と
地
域
社
会
が
連
携
し
た
あ
る
種
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
化
構
想
の
よ

う
な
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
︒

こ
こ
で
市
川
市
体
育
協
会
が
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
か
ら
市

民
体
育
大
会
と
市
川
市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

お
こ
う
︒
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
市
川
市
体
育
協
会
の
設
立
を
期

し
て
︑
こ
の
年
に
前
述
の
陸
上
競
技
協
会
︑
軟
式
庭
球
連
盟
︑
卓
球
連
盟
︑

籠
球
協
会
︑
排
球
協
会
︑
小
中
学
校
体
育
連
盟
︑
連
合
青
年
団
の
七
つ
の

加
盟
団
体
に
よ
っ
て
第
一
回
市
民
体
育
大
会
が
第
二
中
学
校
を
中
心
と
し

て
開
催
さ
れ
た
︒
6
︲
2
︲
02
は
︑
第
一
回
市
民
体
育
大
会
の
開
催
か
ら

六
八
年
後
の
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
九
月
か
ら
十
二
月
に
行
わ
れ
る

市
民
体
育
大
会
へ
の
参
加
募
集
を
報
じ
た
広
報
か
ら
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
部
で
あ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
を
企
画
す
る
団
体
の
も
と
行
事
が

開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

二
〇
一
八
年
四
月
に
市
川
市
体
育
協
会
が
開
催
を
予
定
し
て
い
る
体
育

大
会
の
一
覧
に
よ
る
と
︑
市
川
市
体
育
協
会
に
所
属
す
る
二
七
の
団
体
が
︑

〔6-2-20〕秋の市民体育大会プログラムの一部（2018年度）

（『広報いちかわ』1599号、2018年9月1日付より作成）
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秋
の
市
民
体
育
大
会
を
含
め
た
競
技
大
会
の
開
催
を
企
画
し
て
い
る
︒
一

覧
で
は
︑
新
年
度
早
々
の
四
月
と
梅
雨
の
六
月
を
除
く
各
月
に
い
ず
れ
か

の
競
技
大
会
の
開
催
予
定
が
入
っ
て
い
る
︒
前
項
で
述
べ
た
芸
術
祭
・
文

化
祭
同
様
︑
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
︑
市
民
は
一
年
を
通
し
て
参
加
や
観

戦
が
可
能
な
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

も
う
ひ
と
つ
︑
市
川
市
に
お
い
て
長
い
歴
史
を
持
つ
も
の
と
し
て
市
川

市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
る
︒
市
川
市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
に
は
︑
一
九
四

八
（
昭
和
二
三
）
年
冬
︑
当
時
の
市
川
市
立
国
府
台
中
学
校
（
県
立
国
府

台
高
等
学
校
前
身
校
の
ひ
と
つ
）
で
行
わ
れ
て
い
た
陸
上
競
技
の
冬
季
訓

練
と
い
う
前
史
が
あ
る
︒
国
府
台
中
学
校
の
冬
季
訓
練
の
行
程
は
︑
国
府

台
を
起
点
に
松
戸
街
道
を
走
り
︑
柴
又
帝
釈
天
に
向
か
い
︑
江
戸
川
橋
を

回
っ
て
戻
る
も
の
で
︑
一
万
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
と
い

う
（﹃
市
川
市
体
育
協
会
五
〇
年
史
﹄）︒
市
民
の
体
力
づ
く
り
に
活
用
す

る
た
め
︑
市
川
市
体
育
協
会
の
設
立
を
記
念
し
て
︑
協
会
事
業
と
し
て
︑

一
九
五
一
年
元
旦
に
柴
又
帝
釈
天
初
詣
マ
ラ
ソ
ン
（
一
万
メ
ー
ト
ル
）
と

し
て
︑
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
︒
一
九
五
三
年
の
第
三
回
大
会
か
ら

は
︑
市
川
市
・
市
川
市
体
育
協
会
共
催
行
事
と
な
り
︑
交
通
事
情
な
ど
も

考
慮
し
︑
コ
ー
ス
は
市
川
駅
か
ら
中
山
折
り
返
し
市
川
小
学
校
ゴ
ー
ル
に

変
更
さ
れ
た
︒
そ
の
後
︑
コ
ー
ス
は
︑
不
二
女
子
高
等
学
校
～
大
柏
往
復

（
第
一
四
回
大
会
／
一
九
六
四
年
か
ら
）︑
大
柏
地
区
開
催
（
第
三
八
回

大
会
／
一
九
八
八
年
か
ら
）︑
冨
貴
島
小
学
校
地
区
開
催
（
第
四
〇
回
大

会
／
一
九
九
〇
年
）︑
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
地
区
開
催（
第
四
一
回
大
会
／

一
九
九
一
年
か
ら
）
と
変
遷
し
て
い
る
︒
内
容
も
当
初
の
一
万
メ
ー
ト
ル

（
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
ほ
か
に
︑
現
在
で
は
︑
男
女
と
も
︑
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
︑
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
体
力
に
応
じ
た
コ
ー
ス
を
選
ん
で
完
走

の
喜
び
を
よ
り
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
︒

ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
い
う
コ
ー
ス
も
あ
り
︑
気
軽
に
楽
し
く
参
加
で
き
る
健
康
増
進
の
た
め

の
大
会
と
な
っ
て
い
る
︒

5　
市
川
と
相
撲

種
々
の
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
市
川
市
だ
が
︑
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
し
て
ほ

か
の
地
域
に
は
な
い
特
筆
す
べ
き
学
校
設
備
が
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
ほ
と
ん

ど
の
市
川
市
立
の
小
学
校
に
土
俵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
現

在
で
は
︑
期
間
限
定
で
土
俵
が
設
け
ら
れ
る
学
校
も
あ
る
が
︑
多
く
の
小

学
校
で
は
︑
6
︲
2
︲
12
の
よ
う
に
敷
地
内
に
土
俵
を
持
っ
て
い
る
︒
こ

れ
は
現
代
に
お
い
て
は
稀け

有う

な
こ
と
で
あ
り
︑
市
川
市
立
の
小
学
校
の
特

色
で
も
あ
る
︒
こ
こ
で
小
学
校
に
土
俵
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
を
考
え
て
み
よ
う
︒

市
川
市
と
相
撲
と
い
え
ば
︑
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
︑
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
活
躍
し
た
境

さ
か
い

川が
わ

浪な
み

右え衛
門も

ん

で
あ
ろ
う
︒
境
川
浪
右
衛
門
は
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〔6-2-21〕市川市立小学校の土俵

市川小学校

大洲小学校

北方小学校

分
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

（
東
方
）

（
張
出
） 

高
知 

綾
瀬
川
山
左
衛
門 

大
関 

尾
州 

境
川
浪
右
衛
門 

関
脇 

高
知 

両
国
梶
之
助 

小
結 

大
泉 

朝
日
嶽
鶴
之
助 

前
頭 

津 

盤
石
力
勝 

前
頭 

薩
州 

鯱
ノ
海
梅
吉 

前
頭 

桑
名 

荒
馬
大
五
郎 

前
頭 

尾
州 

国
見
山
半
五
郎 

前
頭 

因
州 

勝
山
芳
蔵 

前
頭 

西
尾 

山
分
萬
吉 

前
頭 

東
京 

鬼
若
力
之
助 

（
西
方
）

大
関 

丸
亀 

象
ケ
鼻
平
助

関
脇 

同 

大
纏
長
吉

小
結 

徳
島 

小
柳
常
吉

前
頭 

姫
路 

高
砂
浦
五
郎

前
頭 

同 

兜
山
和
助

前
頭 

加
知
山 

鬼
ケ
崎
綱
之
助

江
戸
末
期
に
現
在
の
市
川

市
高
谷
に
生
ま
れ
︑
江
戸

の
奉
公
先
か
ら
の
縁
で
相

撲
の
道
に
入
り
︑
そ
の
後
︑

千
葉
県
出
身
者
で
初
め
て

の
横
綱
に
な
っ
た
人
物
で

あ
る
︒
6
︲
2
︲
22
は
︑

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年

三
月
場
所
の
番
付
表
で
あ

る
が
︑
上
段
の
力
士
の
部
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〔6-2-22〕明治5年3月場所番付表
（『千葉県と相撲』〔1972年〕より転載）

前
頭 

村
岡 

佐
野
山
幸
吉

前
頭 

松
代 

鷲
ケ
浜
音
右
衛
門

前
頭 

徳
島 

鬼
面
山
谷
五
郎

前
頭 

東浦
湊
改京 

浦
風
林
右
衛
門

一
八
七
二
年
段
階
で
は
︑
番
付
表
に
横
綱
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
︑

大
関
が
最
高
位
で
あ
り
︑
境
川
浪
右
衛
門
は
︑
東
の
正
大
関
と
い
う
最
高

位
に
位
置
し
て
い
る
︒
6
︲
2
︲
22
に
は
︑
番
付
と
四し

股こ

名な

の
間
の
地
名

が
︑
境
川
浪
右
衛
門
は
尾
州
と
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
実
は
︑
こ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
地
名
は
︑
力
士
の
出
身
地
で
は
な
い
︒
江
戸
時
代
︑
相
撲
の
強

い
者
が
大
名
に
﹁
抱
え
力
士
﹂
と
し
て
家
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
た
歴

史
が
あ
る
が
︑
明
治
初
期
は
︑
ま
だ
江
戸
時
代
の
名
残
が
あ
り
︑
力
士
は

禄
を
食
ん
で
い
た
旧
藩
を
地
名
に
挙
げ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑

境
川
浪
右
衛
門
は
尾
州
︑
つ
ま
り
尾
張
藩
（
名
古
屋
の
徳
川
家
）
が
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
︒
番
付
表
に
名
の
あ
る
二
一
人
の

力
士
の
う
ち
︑
太
字
で
記
し
た
九
人
が
実
際
に
は
千
葉
県
出
身
で
あ
り
︑

そ
の
割
合
が
高
い
こ
と
に
驚
く
︒
角
界
で
活
躍
す
る
力
士
が
多
い
千
葉
県

で
は
︑
自
然
と
相
撲
人
気
が
高
か
っ
た
︒

次
に
千
葉
県
文
書
館
の
平
成
二
九
年
度
企
画
展
の
図
録
﹃
房
総
相
撲
博

覧
会
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
千
葉
県
出
身
の
幕
内
力
士
﹂
か
ら
二
〇
世
紀
に

入
幕
し
た
市
川
市
に
関
わ
る
力
士
一
一
名
を
抽
出
し
た
︒
一
一
名
の
出
身
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地
と
入
幕
か
ら
引
退
年
︑
お
よ
び
昭
和
以
降
の
力
士
の
初
土
俵
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
︒

境
川
浪
右
衛
門
（
高
谷
） 

一
八
六
七
～
一
八
八
一
年

大
蛇
潟
大
五
郎
（
鬼
越
） 

一
八
九
二
～
一
九
〇
七
年

若
島
権
四
郎
（
原
木
） 

一
八
九
六
～
一
九
〇
七
年

稲
葉
嶽
光
之
助
（
河
原
） 

一
九
一
六
～
一
九
一
八
年

☆
星
甲
昌
男
（
浦
安
市
） 

一
九
五
五
～
一
九
六
四
年

　

初
土
俵
（
一
九
四
二
年
）

房
錦
勝
比
古
（
相
之
川
） 
一
九
五
七
～
一
九
六
七
年

　

初
土
俵
（
一
九
五
二
年
）

旭
豪
山
和
泰
（
中
国
分
） 

一
九
八
九
～
一
九
九
六
年

　

初
土
俵
（
一
九
八
四
年
）

小
城
ノ
花
昭
和
（
大
野
町
） 

一
九
九
〇
～
一
九
九
八
年 

　

初
土
俵
（
一
九
八
三
年
）

小
城
錦
康
年
（
大
野
町
） 

一
九
九
三
～
二
〇
〇
四
年 

　

初
土
俵
（
一
九
八
七
年
）

琴
龍
宏
央
（
原
木
） 

一
九
九
六
～
二
〇
〇
五
年 

　

初
土
俵
（
一
九
八
七
年
）

闘
牙
進
（
香
取
） 

一
九
九
八
～
二
〇
〇
六
年

　

初
土
俵
（
一
九
九
一
年
）

星ほ
し

甲か
ぶ
と

昌
男
を
こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
︑
行
徳
地
区
と
密
接
な
関
係
を
も
つ

浦
安
市
当
代
島
の
出
身
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
も
う
ひ
と
つ
理
由
が
あ
る
︒

市
川
市
に
長
く
居
住
し
︑
作
家
・
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
た
小
島
貞
二
の

﹃
千
葉
県
と
相
撲
﹄（
一
九
七
二
年
）
に
よ
れ
ば
︑
星
甲
昌
男
の
所
属
部

屋
で
あ
る
井
筒
部
屋
は
︑
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
︑
中
山
の
法
華
経

寺
近
く
に
あ
る
法
宣
院
に
疎
開
し
て
い
た
と
い
う
市
川
市
と
の
縁
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
︒
井
筒
部
屋
は
︑
代
々
鹿
児
島
県
出
身
者
で
固
め
ら
れ
て
い

た
部
屋
で
︑
千
葉
県
出
身
者
で
あ
る
星
甲
の
所
属
は
異
例
で
あ
っ
た
が
︑

入
門
に
は
疎
開
と
い
う
当
時
の
社
会
状
況
が
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
︒

一
一
名
の
力
士
の
活
躍
時
期
を
一
覧
に
示
し
た
も
の
が
6
︲
2
︲
32
で

あ
る
︒
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
︑
星
甲
昌
男
と
房
錦
勝
比
古
の
ふ
た
り

の
力
士
が
活
躍
し
て
い
る
︒
星
甲
は
入
幕
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
︑

角
界
随
一
と
い
わ
れ
る
稽
古
量
を
こ
な
す
努
力
家
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
幕

内
に
二
六
場
所
在
位
し
︑
突
っ
張
り
︑
蹴け

手た

繰ぐ

り
︑
叩は

た

き
込こ

み
を
得
意
と

し
三
八
歳
ま
で
土
俵
を
つ
と
め
た
︒

南
行
徳
地
域
・
相
之
川
出
身
の
房
錦
勝
比
古
は
︑
浅
黒
い
肌
︑
ス
ピ
ー

ド
感
あ
ふ
れ
る
取
り
口
が
持
ち
味
で
︑﹁
褐
色
の
弾
丸
﹂の
異
名
を
と
っ
た
︒

ま
た
︑
一
九
六
〇
年
代
に
一
時
代
を
築
い
た
柏
戸
と
大
鵬
に
め
っ
ぽ
う
強

く
︑
柏は

く

鵬ほ
う

キ
ラ
ー
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
︒
房
錦
が
一
九
五
七
年
五
月
に
優

勝
争
い
に
加
わ
っ
た
一
四
日
目
に
双
ツ
竜
を
破
り
︑
行
司
で
あ
っ
た
父
・



第２節　多彩な文化施設と文化事業

333

力士 出身
1
8
6
5

1
8
7
0

1
8
7
5

1
8
8
0

1
8
8
5

1
8
9
0

1
8
9
5

1
9
0
0

1
9
0
5

1
9
1
0

1
9
1
5

1
9
2
0

1
9
2
5

1
9
3
0

1
9
3
5

1
9
4
0

1
9
4
5

1
9
5
0

1
9
5
5

1
9
6
0

1
9
6
5

1
9
7
0

1
9
7
5

1
9
8
0

1
9
8
5

1
9
9
0

1
9
9
5

2
0
0
0

2
0
0
5

境川浪右衛門 市川市高谷

大蛇潟大五郎 市川市中山

若島権四郎 市川市原木

稲葉嶽光之助 市川市河原

星甲昌男 浦安市当代島

房錦勝比古 市川市相之川

旭豪山和泰 市川市中国分

小城ノ花昭和 市川市大野町

小城錦康年 市川市大野町

琴龍宏央 市川市原木

闘牙進 市川市香取

（『大相撲人物大事典』〔2001年〕、『房総相撲博覧会　平成29年度企画展』〔2017年〕より作成）

式
守
錦
太
夫
（
の
ち
与
太
夫
）
か
ら
勝
ち
名
乗
り
を
受
け
た
顛
末
は
﹃
土

俵
物
語
﹄（
大
映
）
と
し
て
映
画
化
さ
れ
︑
房
錦
本
人
が
主
演
を
務
め
た
︒

戦
後
︑
両
国
か
ら
蔵
前
に
舞
台
を
移
し
た
大
相
撲
の
土
俵
で
は
︑
千
代

ノ
山
か
ら
︑
栃
錦
・
若
乃
花
の
栃
若
時
代
︑
柏
戸
・
大
鵬
の
柏
鵬
時
代
と

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
︑
黄
金
時
代
を
築
い
て
い
た
が
︑
星
甲
︑
房
錦
は

と
も
に
人
気
の
高
い
力
士
で
︑
明
治
以
来
︑
相
撲
人
気
が
高
か
っ
た
千
葉

県
に
お
い
て
︑
特
に
地
元
の
相
撲
熱
は
高
揚
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒

星
甲
︑
房
錦
両
力
士
が
土
俵
に
あ
が
っ
て
い
た
こ
ろ
︑
市
域
で
は
︑
戦

後
最
初
に
開
校
し
た
宮
田
小
学
校
（
一
九
五
〇
年
）
以
降
︑
冨
貴
島
小
学

校
（
一
九
五
一
年
）︑
若
宮
小
学
校
・
国
府
台
小
学
校
（
一
九
五
二
年
）︑

平
田
小
学
校
（
一
九
五
三
年
）︑
鬼
高
小
学
校
・
稲
荷
木
小
学
校
（
一
九

五
六
年
）︑
菅
野
小
学
校
（
一
九
五
七
年
）
と
立
て
続
け
に
小
学
校
が
開

校
し
て
い
る
︒
開
校
と
同
時
で
は
な
く
と
も
︑
学
校
施
設
と
し
て
土
俵
が

設
置
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
は
︑
大
相
撲
人
気
と
相
ま
っ
て
︑
地
元
出
身
力

士
の
活
躍
に
よ
る
相
撲
へ
の
愛
着
が
後
押
し
し
た
背
景
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
︒

そ
の
後
も
︑
大
相
撲
界
に
は
ス
タ
ー
力
士
が
次
々
と
登
場
し
︑
市
川
市

に
大
鳴
戸
部
屋
が
開
か
れ
た
と
き
は
︑
東
京
都
以
外
に
初
め
て
誕
生
し
た

相
撲
部
屋
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
︒
一
九
九
〇
年
代
に
は
若
貴
時
代
と
呼

ば
れ
る
平
成
の
黄
金
期
を
迎
え
た
︒
若
貴
と
同
じ
兄
弟
力
士
と
し
て
大
相

撲
の
黄
金
時
代
の
一
翼
を
担
っ
た
市
川
市
北
部
・
大
野
町
出
身
の
小
城
ノ

〔6-2-23〕市川関係力士表　■初土俵以降　■新入幕後
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〔6-2-24〕浦安・行徳有志による化粧まわしを締めた房錦関
（ベースボール・マガジン社蔵）

花
・
小
城
錦
の
兄
弟
を
は
じ
め
︑
再
び
市
川
市
を
出
身
地
と
す
る
力
士
た

ち
が
土
俵
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
る
︒
市
川
市
で
一
番
新
し
い
小
学
校
と

し
て
一
九
九
九
年
に
開
校
し
た
妙
典
小
学
校
に
土
俵
が
設
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
も
︑
市
川
市
立
の
小
学
校
で
は
︑
土
俵
が
あ
る
学
校
風
景
が
当

然
の
姿
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
充
実
し
た
相
撲
環
境
の
な
か
で
現
在
で
も
小
学
生
は
相
撲

に
親
し
み
︑
市
川
青
年
会
議
所
が
主
催
す
る
﹁
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
市
川

場
所
﹂
に
も
参
加
し
て
い
る
︒
市
川
場
所
は
︑
公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲

協
会
と
公
益
社
団
法
人
東
京
青
年
会
議
所
が
共

催
し
て
い
る
﹁
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
﹂
の

地
区
予
選
に
も
な
っ
て
お
り
︑
市
川
市
の
小
学

生
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
も
多
い
︒

大
柏
小
学
校
出
身
の
出
羽
海
昭
和
親
方
（
元

前
頭
・
小
城
ノ
花
）
は
︑
小
学
生
時
代
︑
他
の

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
が
︑
学
校
代
表
と

し
て
わ
ん
ぱ
く
相
撲
に
出
場
し
て
い
る
︒
市
川

市
史
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
︑﹁
行
徳
の

小
学
校
が
強
く
て
自
分
た
ち
は
な
か
な
か
勝
て

な
か
っ
た
よ
﹂
と
語
っ
た
が
︑
当
時
︑
相
撲
の

専
任
の
指
導
者
が
い
た
わ
け
で
は
な
く
︑
小
学

校
で
は
お
お
ら
か
な
相
撲
が
展
開
さ
れ
て
い
た

と
い
う
︒

一
方
︑
相
撲
環
境
が
充
実
し
て
い
る
小
学
校
と
異
な
り
︑
現
在
︑
土
俵

の
あ
る
市
川
市
立
の
中
学
校
は
な
い
︒
力
士
を
め
ざ
す
子
ど
も
は
︑
学
校

と
い
う
場
所
を
離
れ
て
鍛
錬
を
積
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
︒
市
川
市
の
学

校
教
育
に
お
け
る
相
撲
へ
の
姿
勢
は
将
来
へ
の
道
筋
と
し
て
充
実
を
図
る

も
の
で
は
な
く
︑
身
体
を
鍛
え
︑
礼
節
を
学
び
︑
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

親
し
む
も
の
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
︒
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第3節
心
の
豊
か
さ
を
育
む

1　
ま
ち
の
縁
側

こ
こ
ま
で
市
川
市
の
文
化
的
な
施
設
や
施
策
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
︑

市
川
市
が
﹁
文
化
都
市
・
市
川
﹂
と
標
榜
す
る
に
足
る
も
の
は
何
で
あ
ろ

う
か
︒
学
校
や
公
民
館
や
博
物
館
な
ど
の
文
化
施
設
の
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
箱

物
﹂
の
建
設
と
は
異
な
る
︑
学
問
・
芸
術
な
ど
︑
主
と
し
て
精
神
的
活
動

や
︑
そ
の
所
産
の
ほ
ど
あ
い
と
い
っ
た
意
味
で
の
文
化
力
か
ら
︑﹁
文
化

都
市
・
市
川
﹂
の
根
拠
と
な
り
う
る
材
料
を
考
え
た
と
き
︑
そ
こ
で
の
主

役
は
﹁
モ
ノ
﹂
で
は
な
く
︑﹁
人
﹂
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
︑

本
節
で
は
﹁
人
の
活
動
﹂
の
ひ
と
つ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
取
り
上
げ

る
︒市

川
市
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希
望
者
は
多
く
︑
担
当
課
で
あ
る
市

民
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
課
が
把
握
し
て
い
る
団
体
は
︑﹁
ま
ち

の
縁
側
構
想
﹂
が
提
言
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
段
階
で
︑
約

一
八
〇
団
体
と
し
て
い
る
も
の
の
︑
同
課
は
実
際
の
数
を
︑
そ
の
四
倍
と

も
五
倍
と
も
考
え
て
お
り
︑
全
体
を
把
握
す
る
の
は
困
難
な
状
況
で
あ
る

と
し
て
い
る
︒

﹁
ま
ち
の
縁
側
構
想
﹂
と
い
う
の
は
︑
市
川
市
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
拠
点
や
仕
組
み
を
整
備
す
る
取
り
組

み
の
こ
と
で
あ
る
︒
人
び
と
の
活
動
拠
点
で
あ
り
︑
同
時
に
交
流
の
場
で

も
あ
る
﹁
ま
ち
の
縁
側
﹂
を
市
川
市
全
域
に
開
設
し
︑﹁
ま
ち
の
縁
側
﹂

間
の
調
整
を
行
う
機
能
と
し
て
﹁
ま
ち
の
縁
側
セ
ン
タ
ー
﹂
を
設
置
し
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
に
関
心
を
持
つ
市
民
と
︑
市
民
団
体
を
つ
な

い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒
現
在
︑
市
川
市
で
は
八
幡
と
行
徳

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
各
種
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
が
︑
こ
こ
か
ら
は
︑
市
川
市
役
所
の
各
部
署
が
設
立
に
関
わ

り
︑
ま
た
運
営
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
活
動
に
焦
点
を
当
て

て
述
べ
て
み
た
い
︒

2　
養
成
講
座
か
ら
誕
生
し
た

市
川
市
市
民
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー

市
川
市
で
は
︑
歴
史
的
・
文
化
的
資
産
を
活
用
し
た
文
化
振
興
事
業
に

つ
い
て
︑
伝
統
と
特
徴
を
市
民
に
伝
え
広
め
て
い
く
と
と
も
に
︑
次
代
に

引
き
継
い
で
い
く
べ
き
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
︒

そ
の
理
念
に
基
づ
き
︑
市
川
市
で
は
市
民
の
芸
術
振
興
に
向
け
た
施
策
を

多
々
実
施
し
て
い
る
が
︑
そ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
︑
と
も
に
活
動
し
て
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い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
が
︑
市
川
市
市
民
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ

る
︒
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
に
開
講
さ
れ
た
﹁
市
川
の
文
化
芸
術
市

民
案
内
人
養
成
講
座
﹂
が
源
流
で
︑
こ
れ
ま
で
に
四
回
講
座
を
開
催
し
︑

サ
ポ
ー
タ
ー
も
四
期
誕
生
し
て
い
る
︒

6
︲
3
︲
1
は
︑﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄（
一
二
四
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
た

市
川
の
文
化
芸
術
市
民
案
内
人
養
成
講
座
（
第
二
期
）
の
受
講
者
募
集
記

事
で
︑
講
座
は
︑
美
術
コ
ー
ス
・
文
芸
コ
ー
ス
・
音
楽
コ
ー
ス
の
三
コ
ー

ス
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
全
九
回
で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
講
座
を
修
了
し
た
の
ち
︑
実
践
編
と
し
て
﹁
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
﹂
が
予
定
さ
れ
て
お
り
︑
両
講

座
を
修
了
し
た
受
講
生
に
は
︑﹁
市
民
文
化
サ
ポ
ー

タ
ー
﹂
の
認
定
証
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

こ
の
講
座
の
特
色
は
︑
単
に
教
養
を
身
に
つ
け
る
に

と
ど
ま
ら
ず
︑
の
ち
の
ち
市
川
市
の
文
化
芸
術
の
魅

力
を
広
く
紹
介
す
る
﹁
市
民
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー
﹂
と

し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
目
的
に
あ
る
︒
そ
の

た
め
︑﹁
市
川
の
文
化
芸
術
市
民
案
内
人
養
成
講
座
﹂

の
初
回
講
義
﹁
市
民
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
﹂
と
最

終
講
義
﹁
市
民
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー
の
意
義
﹂
は
養
成

講
座
受
講
生
が
市
民
案
内
人
と
し
て
の
共
通
の
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
コ
ー
ス
の
別
な
く

共
通
講
義
と
な
っ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
養
成
講
座
か
ら
︑
市
川
市
市
民
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー
は
生
ま

れ
︑
音
楽
サ
ポ
ー
タ
ー
と
美
術
サ
ポ
ー
タ
ー
は
市
川
文
化
振
興
財
団
が
指

定
管
理
者
を
務
め
る
市
川
市
文
化
会
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
︒
音
楽

サ
ポ
ー
タ
ー
は
︑
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
音
楽
公
演
を
企
画
か
ら
立
ち
上
げ
︑
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
行
っ

て
い
る
︒
ま
た
︑
美
術
サ
ポ
ー
タ
ー
は
︑
市
川
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

〔6-3-1〕市川の文化芸術市民案内人講座の受講生募集
（『広報いちかわ』1244号、2007年7月28日付）
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し
て
い
れ
ば
だ
れ
で
も
出
展
で
き
る
﹃
街
か
ど
美
術
展
﹄
な
ど
を
企
画
・

実
施
し
︑
作
品
の
募
集
や
受
付
︑
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
も
行
い
︑
美
術
展
の

図
録
制
作
も
担
当
し
て
い
る
︒

文
芸
コ
ー
ス
に
学
ん
だ
受
講
生
か
ら
は
文
学
サ
ポ
ー
タ
ー
が
生
ま
れ
︑

市
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
二

〇
一
二
年
九
月
三
日
ま
で
は
文
学
プ
ラ
ザ
︒
二
〇
一
三
年
七
月
よ
り
文
学

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
︒
文
学
サ
ポ
ー
タ
ー
は
︑
市

川
市
ゆ
か
り
の
作
家
や
︑
市
川
市
に
関
連
し
た
文
学

作
品
な
ど
の
調
査
︑
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企
画
展

開
催
に
伴
う
調
査
や
来
館
者
へ
の
案
内
︑
イ
ベ
ン
ト

の
受
付
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
資
料

室
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
︑
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所

蔵
資
料
の
紹
介
を
し
て
い
る
︒
6
︲
3
︲
2
は
︑
文

学
サ
ポ
ー
タ
ー
が
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
企
画
か
ら
立
ち
上
げ
︑
資
料
の
調
査
や
展

示
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
︑
広
報
活
動
︑
展
示
作
業
や
関

連
イ
ベ
ン
ト
ま
で
を
運
営
し
た
協
働
展
﹁
本
を
彩
っ

た
画
家
た
ち
﹂
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
︒
協
働
展
は
文

学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
所
蔵
資
料
を
中
心
に
︑
日
本
近

代
文
学
の
復
刻
本
や
雑
誌
の
装
丁
を
手
が
け
た
画
家

と
作
家
の
交
流
を
取
り
上
げ
︑
所
蔵
資
料
の
紹
介
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
展
示
は
︑
こ
れ
ま
で
に
複
数
回

開
催
さ
れ
て
い
る
︒

市
川
市
市
民
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー
は
︑
講
座
に
よ
っ
て
文
化
振
興
事
業
を

担
う
市
民
を
養
成
し
︑
そ
の
輪
を
拡
げ
て
い
く
と
い
う
積
極
的
な
施
策
の

成
果
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
知
識
と
技
術
と
意
識
を
磨
い
た
多
く
の
市
民
が
︑

市
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
そ
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
双
方
向
の
生
涯
学

習
を
実
践
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

〔6-3-2〕文学サポーター協働展ポスター（2016年）
（市川市文学ミュージアム蔵）
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場所 活動日 登録人数（※2）

行徳駅前広場花壇 第2火曜日・第4土曜日 28

菅野公民館前歩道花壇 第1火曜日・第3土曜日 27

ニッケコルトンプラザ前歩道花壇 第1土曜日・第3火曜日 22

保健センター前歩道花壇 第2水曜日・第4金曜日 10

妙典駅南口花壇 第1水曜日・第3金曜日 6

本八幡駅北口花壇 第2土曜日・第4水曜日 25

桜見公園 第2木曜日・第4木曜日 16

鬼越駅前花壇 第1月曜日・第3月曜日 11

市川駅北口花壇 第1金曜日・第3木曜日 12

市役所前花壇（※1） 第1木曜日・第3水曜日 9

3　
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
い
ち
か
わ
」
と

　
　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

﹁
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
い
ち
か
わ
﹂
は
︑
市
川
市
を
﹁
住
ん
で
み
た

い
﹂﹁
住
み
つ
づ
け
た
い
﹂
と
思
え
る
魅
力
あ
る
街
に
す
る
た
め
の
街
づ

く
り
の
施
策
で
あ
る
︒

﹁
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
い
ち
か
わ
﹂
は
︑
街
の
景
観
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
︑
市
川
市
を
住
み
た
い
街
に
し
て
い
く
重
要
な
要
素
と
考
え
︑
住

宅
地
に
お
い
て
は
住
民
が
︑
道
路
や
公
園
や
駅
前
広
場
な
ど
︑
公
共
の
空

間
で
は
︑
自
治
会
や
N
P
O
が
行
政
と
協
力
し
て
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒

市
民
と
市
の
協
働
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
は
︑
中
山
参
道
地

区
や
行
徳
寺
町
周
辺
地
区
が
著
名
で
あ
る
︒
中
山
参
道
地
区
で
は
︑
こ
れ

ま
で
住
宅
や
店
舗
の
修
景
︑
参
道
の
無
電
柱
化
︑
石
畳
風
の
舗
装
や
植
栽

を
実
施
し
て
お
り
︑﹁
寺
町
と
し
て
の
風
情
を
醸
し
出
す
︑
賑
わ
い
と
落

ち
着
き
の
あ
る
街
な
み
の
形
成
﹂
を
め
ざ
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
行
徳
寺
町

周
辺
地
区
で
は
︑
親
子
ま
ち
探
検
︑
親
子
行あ

ん

灯ど
ん

工
作
教
室
︑
行
灯
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
︑﹁
地
域
住
民
が
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る

よ
う
な
行
徳
﹂
を
意
識
し
︑
歴
史
的
な
ま
ち
並
み
景
観
を
守
り
育
て
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
る
︒

市
民
に
気
軽
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
︑
ま
ち
並
み
景

〔6-3-3〕ガーデニングボランティア活動（2017年度）

（※1）	 市庁舎建替え工事により年度途中より休止
（※2）	 活動人数は個人。ほかに団体の活動参加がある。
	 また、ひとりで複数箇所で活動している場合も重複してカウントしている。

（まち並み景観整備課資料「平成29年度　ガーデニングボランティア年間活動スケジュール」、「ガーデニ
ングボランティア・花壇整備活動（2017年）」より作成）
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〔6-3-4〕ガーデニングボランティアの作業風景

観
整
備
課
が
募
集
を
行
い
︑
運
営
し
て
い
る
の
が
︑
市
川
市
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
︑
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
あ
る
︒

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
︑
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
に
創
設

さ
れ
︑
二
〇
一
八
年
二
月
十
六
日
現
在
で
個
人
八
六
七
人
︑
事
業
者
五
八

件
が
登
録
し
て
い
る
︒
要
項
に
よ
れ
ば
︑
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
定
義
は
︑﹁
市
と
の
協
働
に
よ
り
花
壇
又
は
植
栽
の
維
持
管
理
を
行
う

も
の
で
︑
市
長
の
登
録
を
受
け
た
も
の
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

6
︲
3
︲
3
は
市
域
の
一
〇
か
所
の
花
壇
に
お
け
る
二
〇
一
七
年
度
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
ぞ

れ
の
花
壇
の
活
動
日
の
午
前
に
は
︑
6
︲
3
︲
4
の
よ
う
な
揃
い
の
エ
プ

ロ
ン
を
身
に
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
び
と
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
花
壇

の
世
話
を
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
︒
作
業
は
︑
花
苗
の
植
え
込
み
︑
花

殻
摘
み
︑
草
取
り
な
ど
で
市
職
員
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
ま
た
︑

花
壇
整
備
の
ほ
か
に
も
︑
種
か
ら
花
づ
く
り
を
し
︑
育
て
た
苗
の
一
部
を

公
共
の
花
壇
へ
提
供
す
る
と
い
う
﹁
協
働
花
づ
く
り
﹂
や
︑
市
民
の
庭
や

事
業
所
の
花
壇
を
公
開
し
て
も
ら
う
﹁
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
﹂
な
ど
︑
ま

ち
並
み
景
観
整
備
課
が
企
画
す
る
事
業
は
︑
市
民
の
参
加
の
も
と
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
が
多
い
︒

景
観
を
整
え
て
︑
街
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
の
理
由
と
し
て
︑
市
川

市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
市
川
市
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
﹂
で
は
︑
街
が
快
適

で
安
全
に
な
る
と
と
も
に
︑
精
神
的
な
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
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〔6-3-5〕「脚本家『水木洋子』の世界」チラシ
（市川市文学ミュージアム蔵）

と
︑
そ
し
て
︑
街
に
個
性
が
育
ま
れ
て
い
き
︑
人
び
と
が
街
に
愛
着
や
誇

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
︒
自
分
た
ち

の
街
を
自
分
た
ち
で
作
り
︑
磨
い
て
い
く
こ
と
で
︑
そ
こ
に
住
む
人
び
と

の
価
値
観
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
︒﹁
さ
あ
始
め
よ
う
！　

景
観
ま
ち
づ
く

り
﹂
と
い
う
声
は
︑
着
実
に
市
民
に
届
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

4　
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
っ
た

水
木
洋
子
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
に
市
川
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら
れ
た

水
木
洋
子
に
関
わ
っ
て
創
設
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
水
木
洋
子
市
民
サ

ポ
ー
タ
ー
の
会
と
い
う
組
織
が
あ
る
︒
二
〇
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
︑
文
化

振
興
課
の
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
活
動
拠
点
と

し
て
い
る
︒

水
木
洋
子
は
︑
女
流
脚
本
家
の
草
分
け
と
し

て
も
知
ら
れ
︑
数
々
の
名
作
を
残
し
た
人
物
で

あ
る
︒
一
九
一
〇（
明
治
四
三
）年
に
東
京
に
生

ま
れ
︑
一
九
四
七（
昭
和
二
二
）年
か
ら
市
川
市

八
幡
に
居
を
構
え
︑
二
〇
〇
三（
平
成
一
五
）年

に
世
を
去
る
ま
で
市
川
で
多
く
の
作
品
を
生
み

だ
し
て
い
っ
た
︒

水
木
洋
子
は
︑一
九
九
七
年
に
市
川
市
と﹁
死

因
贈
与
契
約
﹂
を
締
結
し
︑
土
地
・
家
屋
︑
シ

ナ
リ
オ
原
稿
・
書
籍
︑
著
作
権
な
ど
を
将
来
︑

市
川
市
に
寄
贈
す
る
こ
と
と
し
た
︒
こ
の
経
緯

に
つ
い
て
︑﹃
水
木
洋
子
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー　

活
動
の
記
録
（
一
）﹄
に
当
時
の
文
化
課
長
が
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〔6-3-6〕水木洋子邸

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
︒

昭
和
五
〇
年
代
ま
で
精
力
的
な
創
作
を
続
け
︑
一
九
八
一
（
昭
和
五

六
）
年
に
は
︑
紫
綬
褒
章
を
受
賞
し
ま
す
︒
し
か
し
︑
二
年
後
に
母

ゑ
い
さ
ん
を
亡
く
し
て
か
ら
は
︑
執
筆
活
動
か
ら
遠
の
い
た
よ
う
で

す
︒
や
が
て
︑
老
人
性
の
病
を
患
い
︑
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
か

ら
は
︑
柏
井
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
山
荘
へ
入
所
し
︑
現

在
に
到
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
間
︑
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
後
見

人
が
選
任
さ
れ
︑
後
見
人
を
通
じ
て
︑
所
有
財
産
の
寄
付
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑水
木
さ
ん
が
お
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
︑﹁
市

に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
︒
老
後
も
お
世
話
に
な
る
の
で
︑

財
産
を
市
に
寄
付
し
た
い
﹂
と
言
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
︒

そ
の
年
の
う
ち
に
︑
水
木
洋
子
の
自
筆
原
稿
や
寄
稿
掲
載
雑
誌
な
ど
約

五
〇
箱
の
資
料
が
市
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
書
庫
に
移
管
さ
れ
て
い

る
︒
死
因
贈
与
契
約
は
遺
言
書
に
よ
り
財
産
を
遺
贈
す
る
の
と
は
異
な
り
︑

受
贈
者
の
承
諾
が
必
要
と
な
る
契
約
で
あ
る
︒
市
川
市
は
契
約
を
交
わ
す

こ
と
に
よ
り
財
産
を
相
続
す
る
が
︑
そ
れ
は
同
時
に
水
木
洋
子
が
遺
し
た

文
化
資
産
を
保
管
・
活
用
し
︑
市
民
に
還
元
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
約

束
し
た
の
で
あ
る
︒

市
川
市
は
︑
二
〇
〇
〇
年
夏
に
は
︑
企
画
展
﹁
脚
本
家
﹃
水
木
洋
子
﹄
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の
世
界
﹂
を
開
催
し
︑
映
画
鑑
賞
会
（﹁
ひ
め
ゆ
り
の
塔
﹂）︑
水
木
邸
見

学
会
と
と
も
に
︑﹁
水
木
洋
子
資
料
展
﹂
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
た
︒
6
︲
3
︲
5
﹁
水
木
洋
子
資
料
展
﹂
で
は
︑
映
画
﹁
ひ
め
ゆ
り
の

塔
﹂
関
連
資
料
を
中
心
に
︑
移
管
さ
れ
た
資
料
を
市
民
に
公
開
し
た
︒
こ

の
企
画
を
機
に
市
川
市
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
︑
資
料
整
理
な
ど
の
手

伝
い
を
お
願
い
で
き
な
い
か
と
い
う
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
︒
こ
れ
が

水
木
洋
子
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
誕
生
へ
の
最
初
の
一
歩
で
あ
っ
た
︒

翌
二
〇
〇
一
年
一
月
に
は
︑
市
川
市
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
市
民

ら
一
四
名
が
︑
白
手
袋
と
マ
ス
ク
を
持
参
し
て
︑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
っ
た
︒
水
木
洋
子
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
報
告
書
﹃
水
木
洋
子
と

と
も
に　

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
一
〇
年
の
あ
ゆ
み
二
〇
〇
一

－

二
〇
一

二
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹁
初
め
て
M
三
階
の
書
庫
に
入
る
︒
積
み
上
げ
ら
れ
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
山
を
く
ず
し
て
開
梱
︑ホ
コ
リ
を
払
い
︑汚
れ
を
ぬ
ぐ
っ

て
図
書
・
雑
誌
類
の
分
類
﹂
を
し
た
と
あ
り
︑
三
日
間
︑
延
べ
三
九
名
に

よ
っ
て
作
業
は
行
わ
れ
た
︒
そ
の
後
も
︑
資
料
整
理
や
水
木
邸
の
清
掃
・

管
理
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
続
い
た
︒
二
〇
〇
二
年
︑
当
時
の
文
化
課
か
ら
︑

サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
化
の
提
案
が
な
さ
れ
︑
数
度
の
検
討
会
の
の
ち
︑
五
月

十
五
日
に
水
木
洋
子
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
︒
同

書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
入
会
を
呼
び
か
け
る
趣
意
書
﹂
に
は
︑
同
会
が

設
立
さ
れ
る
経
緯
と
そ
の
思
い
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
八
月
︑
市
川
市
に
よ
り
﹁
シ
ナ
リ
オ
作

家
／
水
木
洋
子
の
世
界
展
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
市
の
呼
び
か
け
に
応
じ

た
市
民
が
︑
水
木
洋
子
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
︑
資
料
整
理
や
企

画
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
ま
し
た
︒
資
料
整
理
や
水
木
邸
の
管

理
な
ど
を
進
め
る
な
か
で
︑
水
木
さ
ん
の
さ
ら
な
る
魅
力
を
再
確
認

し
︑
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
︑
水
木
さ
ん
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
・

普
及
活
動
を
行
い
︑
そ
の
業
績
を
広
く
顕
彰
し
︑
市
川
の
文
化
振
興

な
ら
び
に
脚
本
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
二
〇
〇

二
年
五
月
十
五
日
に
﹁
水
木
洋
子
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
﹂
を
設
立

し
ま
し
た
︒

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
な
か
で
︑

文
化
振
興
の
一
助
と
な
ろ
う
と
い
う
意
識
の
覚
醒
で
あ
る
︒
市
と
連
携
し

て
生
ま
れ
た
一
滴
の
雫
は
︑
個
人
か
ら
団
体
へ
︑
団
体
か
ら
地
域
へ
︑
そ

し
て
行
政
の
執
行
機
関
で
あ
る
市
川
市
を
も
成
熟
さ
せ
て
い
く
と
い
う
大

河
の
流
れ
へ
の
道
筋
を
描
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
︒

水
木
洋
子
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
は
︑
図
書
・
雑
誌
目
録
の
作
成
︑
書

簡
の
分
類
整
理
︑
和
服
目
録
作
成
と
多
様
な
資
料
整
理
を
行
っ
て
き
た
︒

現
在
も
資
料
整
理
や
映
画
の
上
映
︑
講
演
会
︑
ま
た
︑
脚
本
家
・
水
木
洋

子
邸
公
開
日
に
来
訪
者
を
案
内
す
る
な
ど
︑
活
動
は
続
い
て
い
る
︒
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〔6-3-7〕リサイクルブック市の準備風景（2018年）

5　
連
綿
と
活
動
を
続
け
る
市
川
図
書
館
友
の
会

次
に
図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
み
て
み
よ
う
︒
一
九
九
四

（
平
成
六
）
年
九
月
に
︑
市
川
市
の
図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
︑
図
書
館
と
図
書
館
員
を
応
援
し
︑
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
目

的
と
し
た
市
川
図
書
館
友
の
会
が
発
足
し
た
︒
中
央
図
書
館
を
活
動
の
拠

点
と
し
て
お
り
︑
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
こ
と
が
友
の
会
へ
の
入
会
の
資

格
と
会
則
に
は
記
さ
れ
て
い
る
︒

今
日
の
図
書
館
の
現
状
や
課
題
を
把
握
・
分
析
し
︑
生
涯
学
習
社
会
に

お
け
る
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
文
部
科
学
省
の

﹁
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
﹂の
第
五
回
会
議（
二

〇
〇
五
年
一
月
）に
お
い
て
︑
市
川
図
書
館
友
の
会
の
押お

お

樋と
い

良り
ょ
う

樹き

初
代
会

長
は
︑
市
川
図
書
館
友
の
会
の
活
動
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
︒

我
々
が
図
書
館
を
応
援
す
る
こ
と
を
通
し
て
︑
周
囲
に
図
書
館
が
い

か
に
す
ば
ら
し
く
︑
図
書
館
が
面
白
い
と
こ
ろ
か
を
P
R
す
る
こ
と

が
で
き
︑
我
々
も
図
書
館
の
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
視
察

に
来
ら
れ
た
方
に
不
思
議
な
顔
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
︑
ど
こ
か

ら
も
圧
力
が
な
く
︑
予
算
も
貰
わ
ず
に
自
主
的
に
運
営
を
し
て
い
る
︒

図
書
館
側
か
ら
は
︑
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
た
︑
友
の
会
は
手
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伝
っ
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
両
方
の
利
点
が
な
く
て
は
活
動
が
続
か

な
い
と
思
う
︒（
略
）
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
︑
図
書
館
か
ら

の
働
き
か
け
が
必
要
と
思
う
が
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
る
よ
う
で
は
い
け
な
い
︒
住
民
の
意
識
は
確
実
に
高

ま
っ
て
お
り
︑
図
書
館
側
が
門
戸
が
開
か
れ
れ
ば
応
援
団
が
増
え
る
︒

そ
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
自
主
的
に
運
営
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
が
︑
そ
の
た
め
に
は
軸
に
な
る
人
材
が
必
要
で
あ
る
︒
図
書
館
か

ら
管
理
・
指
導
す
る
と
い
う
視
点
で
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
な
い

で
欲
し
い
︒

市
川
図
書
館
友
の
会
の
活
動
は
︑
図
書
館
（
市
）
と
の
上
下
関
係
で
は

な
く
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
︑
自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
市
川
市
と
の
関
係
性
が
︑
発
展
に
つ

な
が
る
か
ど
う
か
の
大
事
な
キ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
︒

二
〇
一
六
年
四
月
一
日
現
在
︑
会
員
数
は
九
四
人
を
数
え
︑
図
書
館
講

座
の
開
催
︑
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
市
の
運
営
と
募
金
活
動
︑
図
書
館
見
学

会
︑
夏
休
み
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑

会
の
活
動
の
根
幹
は
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
で
は
な
く
︑
む
し
ろ
日
々

の
活
動
の
な
か
に
あ
る
と
い
え
よ
う
︒

市
川
図
書
館
友
の
会
は
︑
日
常
的
な
活
動
と
し
て
︑
返
却
さ
れ
た
本
の

配
架
と
書
棚
の
整
理
作
業
を
担
当
す
る
ア
レ
ン
ジ
部
︑
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
作

業
室
で
の
書
庫
出
納
と
本
の
修
理
を
担
当
す
る
レ
フ
ァ
・
サ
ポ
ー
ト
部
︑

各
種
案
内
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

部
︑
会
報
を
発
行
す
る
広
報
部
︑
友
の
会
の
受
付
業
務
を
行
う
総
務
部
と

い
う
五
つ
の
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
二
〇
一
五
年
の
活
動
状
況
と
し
て
︑

ア
レ
ン
ジ
部
は
︑
二
九
三
日
に
延
べ
一
七
一
〇
人
が
活
動
し
て
お
り
︑
一

日
に
換
算
す
る
と
平
均
五
・
八
人
の
応
援
と
な
る
︒
ま
た
︑
レ
フ
ァ
・
サ

ポ
ー
ト
部
も
一
日
あ
た
り
三
・
八
時
間
︑
月
平
均
二
五
人
が
活
動
し
て
い

る
︒
私
た
ち
が
図
書
館
で
閲
覧
・
貸
与
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
な
か
で
市

川
図
書
館
友
の
会
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

6　
様
々
な
形
で
参
加
す
る
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
1
節
で
記
し
た
市
川
市
立
の
登
録
博
物
館
（
考
古
博
物
館
・
歴
史
博

物
館
・
自
然
博
物
館
）
に
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

関
わ
っ
て
い
る
︒

自
然
博
物
館
に
は
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
制
度
は
な
い
が
︑
機
会
が

あ
る
ご
と
に
広
報
で
﹁
名
札
つ
け
﹂﹁
湿
地
整
備
（
草
刈
）﹂
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
︒
ほ
ぼ
毎
月
実
施
し
て
い
る
の
で
︑
自
然
博

物
館
の
行
事
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
市
民
も
多
い
と
い
う
︒
一
方
︑
考
古
博
物
館
と
歴
史
博
物
館

に
は
︑
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
組
織
が
あ
る
︒
両
博
物
館
が
そ
れ
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〔6-3-8〕フィールドミュージアム解説員養成講座の募集記事
（『広報いちかわ』862号、1999年８月14日付）

ぞ
れ
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
が
︑
両
方
に
参
加
し
て
い
る
市
民
も
い
る
︒

こ
こ
で
は
歴
史
博
物
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
︒

歴
史
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
︑
博
物
館
で
実
施
す
る
多
く
の
行
事
に

参
加
し
︑
様
々
な
シ
ー
ン
で
サ
ポ
ー
ト
を
務
め
て
お
り
︑
二
〇
一
七
（
平

成
二
九
）
年
現
在
︑
一
九
人
が
登
録
し
て
い
る
︒

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
歴
史
は
︑
一
九
九
九
年
に
遡
る
︒
社
会

に
お
い
て
生
涯
学
習
が
意
識
さ
れ
る
な
か
︑
歴
史
博
物
館
で
は
︑﹁
博
物

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
解
説
員
）
養
成
講
座
﹂

と
銘
打
っ
て
︑
市
内
の
史
跡
を
案
内
し
︑
歴
史
を
ガ
イ
ド
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
た
︒
6
︲
3
︲
8
は
︑﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄（
八

六
二
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
講
座
の
受
講
生
募
集
の
記
事
で
あ
る
︒
そ
こ
に

も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
A
班
は
大
野
方
面
で
中
世
を
︑
B
班
は
行
徳

方
面
で
近
世
を
︑
と
あ
ら
か
じ
め
地
区
と
時
代
は
決
定
し
て
い
た
︒
こ
の

講
座
へ
の
応
募
は
少
な
か
っ
た
が
︑
い
ず
れ
の
班
も
養
成
講
座
は
開
講
さ

れ
︑﹁
中
世
大
野
の
歴
史
と
史
跡
﹂﹁
近
世
行
徳
の
歴
史
と
史
跡
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
︑
受
講
者
は
学
芸
員
に
よ
る
講
義
と
実
地
踏
査
を
履
修
し
︑

か
つ
自
己
研
修
を
行
っ
た
︒
こ
の
養
成
講
座
の
特
徴
は
︑
修
了
し
た
受
講

者
に
対
し
︑
歴
史
博
物
館
が
﹁
市
内
史
跡
め
ぐ
り
﹂
の
講
師
を
委
嘱
す
る

と
い
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
た
事
業
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
実

際
に
受
講
者
が
講
師
と
な
り
︑﹁
中
世
大
野
の
歴
史
と
史
跡
﹂
は
二
〇
〇

〇
年
三
月
に
︑﹁
近
世
行
徳
の
歴
史
と
史
跡
﹂
は
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
に
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〔6-3-9〕わらぞうり体験学習
（市立市川歴史博物館蔵）

市
民
を
引
率
し
て
史
跡
め
ぐ
り
を
実
施
し
て
い
る
︒

こ
の
新
た
な
試
み
に
対
し
︑
歴
史
博
物
館
で
は
︑﹁
昨
今
︑﹃
案
内
人
﹄

養
成
講
座
と
題
し
た
講
座
を
い
く
つ
か
耳
に
す
る
が
︑
多
様
な
情
報
と
資

料
︑
そ
し
て
人
的
資
源
を
蓄
積
し
︑
か
つ
地
域
に
密
着
し
た
地
域
博
物
館

こ
そ
主
催
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
講
座
で
あ
る
︒﹂（﹃
平
成
一
一
年
度　

市

立
市
川
歴
史
博
物
館
年
報
﹄）
と
い
う
感
触
を
得
て
︑
続
く
年
度
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
企
画
し
︑
民
俗
系
統
の
﹁
わ
ら
細
工
指
導
員
養
成

講
座
﹂
が
実
施
さ
れ
た
︒
受
講
者
は
座
学
と
自
習
を
三
日
間
に
わ
た
り
履

修
し
︑
夏
休
み
の
小
学
生
対
象
の
体
験
学
習
﹁
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
わ

ら
ぞ
う
り
作
り
﹂
の
指
導
に
当
た
っ
た
︒
わ
ら
ぞ
う
り
を
作
る
体
験
学
習

は
︑
こ
の
数
年
前
に
も
実
施
し
て
い
た
が
︑
学
芸
員
の
み
で
多
く
の
受
講

生
に
対
応
す
る
こ
と
が
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
そ
の
後
の
開

催
を
控
え
て
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
︒
わ
ら
ぞ
う
り
作
り
は
久
し
ぶ

り
の
開
催
で
あ
っ
た
が
︑
講
座
の
修
了
生
た
ち
の
指
導
へ
の
参
加
に
よ
り
︑

盛
会
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
6
︲
3
︲
9

そ
の
後
︑
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
転
換
期
を
迎
え
る
︒﹃
平
成
二
二

年
度　

市
立
市
川
歴
史
博
物
館
館
報
﹄
に
は
︑
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
︒

こ
れ
ま
で
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
進
め
て

き
た
が
︑
活
動
の
中
心
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
一
過
性
の
行
事
へ
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ボランティア養成講座
講座名 回数 参加者

ちょっと昔の手作りおもちゃ 2 15

昔のくらし体験 26 49

ボランティア活動回数（63回）
行　事 参加人数

わらぞうり 41

体験学習 15

紋切り 51

その他 27

合　計 134

の
参
加
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
さ
ら
に
恒
常
的
な
活
動

と
し
て
土
・
日
の
午
後
に
行
う
﹁
紋
切
り
あ
そ
び
﹂
や
学
校
団
体
体

験
﹁
昔
の
く
ら
し
と
道
具
を
探
そ
う
﹂
へ
の
参
加
を
促
し
︑
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
機
会
を
設
定
す
る
と
と
も

に
︑
事
業
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
に
し
た
︒

小
学
校
に
よ
る
博
物
館
で
の
体
験
学
習
の
増
加
や
︑
週
末
の
企
画
を
よ

〔6-3-10〕歴史博物館でのボランティア活動（2010年度）

（『平成22年度　市立市川歴史博物館館報』より作成）

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
︑
歴
史
博
物
館
で
は
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
積
極
的
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
︒
6
︲
3
︲
01
は

二
〇
一
〇
年
度
の
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
実
績
を
表
し
た
も
の
だ

が
︑
こ
の
年
に
は
︑﹁
ち
ょ
っ
と
昔
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
﹂
指
導
員
︑
お

よ
び
﹁
昔
の
く
ら
し
体
験
﹂
指
導
員
の
養
成
講
座
を
実
施
し
︑
修
了
し
た

受
講
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
博
物
館
行
事
で
の
指
導
や
補
助
を
行
っ

て
い
る
︒

そ
の
後
も
活
動
は
継
続
し
て
お
り
︑
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の

も
と
︑
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
︒

そ
の
結
果
︑
歴
史
博
物
館
も
︑
平
日
の
業
務
の
な
か
で
︑
二
〇
一
五
年
度

に
は
︑
三
一
校
三
一
一
五
人
の
小
学
生
向
け
体
験
学
習
を
受
け
入
れ
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
︑
歴
史
博
物
館
は
︑
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の

活
性
化
に
今
ま
で
以
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
ま

た
︑
生
涯
学
習
と
し
て
の
充
実
に
加
え
︑
歴
史
博
物
館
で
の
活
動
に
よ
っ

て
︑
社
会
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
を
実
感
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

者
も
多
く
︑
歴
史
に
興
味
を
持
つ
市
民
が
多
い
市
川
市
に
お
い
て
︑
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
よ
り
良
い
関
係
性
の
形
を
模
索
し
て
き
た
歴
史
博
物
館
が

も
た
ら
し
た
成
果
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
︒

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︑
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
活
動
は
︑

市
川
市
役
所
の
各
部
署
が
そ
の
設
立
に
な
ん
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
き
た

も
の
で
あ
る
が
︑
こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︑
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
か
ら
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番号 団体名 納税者の
届出人数

納税者の
届出金額

地域ポイント
の金額 合計金額

66 特定非営利活動法人　地域のたすけあい市川ユーアイ協会 128 146,303 6,125 152,428
67 高齢者支援「雀の会」 73 69,242 100 69,342
68 特定非営利活動法人　まつぼっくりの会 57 69,932 280 70,212
69 グリーンハーモニカ市川 22 35,970 100 36,070
70 発達に遅れのある子の保育・療育支援にじの会 204 173,586 1,140 174,726
71 特定非営利活動法人　生活困窮・ホームレス自立支援　ガンバの会 328 448,632 3,985 452,617
72 市川メンズ家事クラブ 42 84,678 650 85,328
73 特定非営利活動法人　生きがいと助けあいＳＳＵ市川 82 204,220 390 204,610
74 ISG市川スポーツガーデン国府台 123 117,233 66 117,299
75 曽谷縄文伝承の会 52 49,338 5,500 54,838
76 ほがらか杯バレーボール会 93 257,313 590 257,903
77 市川市少年野球リーグ 602 722,679 3,580 726,259
78 特定非営利活動法人　行徳野鳥観察舎友の会 148 138,374 1,740 140,114
79 特定非営利活動法人　行徳いきいき花の会 103 122,361 510 122,871
80 すがの会 187 298,227 2,606 300,833
81 傾聴ボランティアサークル「うさぎの耳」 83 72,143 450 72,593
82 市川ラグビー少年団　りとるキング 89 239,114 600 239,714
83 Ｎatural Ｅco-Ｌife Ｓupport（ＮＥＳ）－自然環境にやさしい活動を広める会 24 20,526 90 20,616
84 老後を安心して健やかに暮らす会 60 46,282 10 46,292
85 なのはな「親業の会」 21 18,675 400 19,075
86 トゥインクルクラブ 31 48,316 120 48,436
87 クリーン　グリーンいちかわ 93 133,444 0 133,444
88 特定非営利活動法人　市川市ボランティア協会 188 185,656 3,090 188,746
89 戦争はいやだ！市川市民の会 109 96,944 1,200 98,144
90 いちかわエフエム・放送ボランティア 73 99,217 760 99,977
91 行徳相祭會 37 88,595 164 88,759
92 特定非営利活動法人　フッチ・スポーツ・クラブ 64 150,832 0 150,832
93 ASB 14 13,762 0 13,762
94 行徳少年野球連盟 350 470,902 720 471,622
95 塩浜ふれあいの会 91 98,185 10 98,195
96 手をつなごうママの会 33 38,048 0 38,048
97 市川市剣道連盟　市川中央支部 159 343,658 669 344,327
99 特定非営利活動法人　市川子ども文化ステーション 242 452,705 5,266 457,971
100 国分川鯉のぼり実行委員会 224 229,006 140 229,146
101 市川住宅リフォーム相談協議会 16 24,216 230 24,446
102 平和が好きin市川市民の会 56 59,023 0 59,023
103 行徳郷土文化懇話会 56 117,119 340 117,459
104 特定非営利活動法人　いちかわ地球市民会議　 38 68,969 770 69,739
105 多文化共生市民の会 29 190,075 0 190,075
106 市川手をつなぐ親の会 205 236,306 1,460 237,766
107 特定非営利活動法人　親そだちネットワーク　ビジー・ビー 73 127,277 56 127,333
108 まちのすみかの会市川支部 4 1,746 200 1,946
109 風の会 31 47,795 0 47,795
110 いちかわ自然天文教育フォーラム567 28 56,452 780 57,232
111 こころのケア　コスモス 38 31,478 550 32,028
112 NPO法人　小学生モンテッソーリ・スクール 27 64,397 0 64,397
113 柏井剣志会 63 90,309 0 90,309
114 市川民話の会 42 31,355 0 31,355
115 特定非営利活動法人　寺子屋 112 127,219 780 127,999
116 特定非営利活動法人　たてはなの会 17 25,017 0 25,017
117 食ボランティア　かすみ草 39 46,650 1,862 48,512
118 いちかわ市民ミュージカル実行委員会 86 108,863 929 109,792
119 鼓由 44 28,618 0 28,618
120 市川でよい芝居をみる会 57 39,052 673 39,725
121 “ふれあい昼食会 すずめ茶屋” 57 68,806 0 68,806
122 市川をきれいにし隊 74 146,346 1,310 147,656
123 市川市WHO健康都市和洋会 41 70,441 1,814 72,255
124 芙蓉会（市川市母子寡婦福祉会） 105 125,849 380 126,229
125 アシカちゃんクラブ 156 251,631 1,120 252,751
126 NPO法人　市民後見センターちば 23 14,891 0 14,891
127 働く障害者団体協議会 145 107,356 1,010 108,366

計 11,365 15,772,223 131,759 15,903,982

（ボランティア・NPO課資料「平成25年度　1％支援制度支援金確定額一覧」より作成）
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〔6-3-11〕平成25年度　1％支援制度支援金届出額一覧

番号 団体名 納税者の
届出人数

納税者の
届出金額

地域ポイント
の金額 合計金額

1 フットベースボールを育てる会 172 233,655 1,580 235,235
2 市川市マンション管理組合連絡協議会 50 49,918 290 50,208
3 特定非営利活動法人　ニッポン・アクティブライフ・クラブ市川拠点「ナルク市川」 121 111,552 1,404 112,956
4 行徳てらまち会 76 137,150 925 138,075
5 元気！市川会 381 684,202 1,640 685,842
6 東部マンドリーノ 59 35,643 2,757 38,400
7 重度障害者団体「あじさいの会」 218 186,022 970 186,992
8 鬼越ふるさと会 68 106,951 510 107,461
9 生涯大学校市川校友会 76 76,153 760 76,913
10 NPO法人　住まいのサポートセンター 22 47,138 0 47,138
12 ラーラ・マンドリンクラブ 82 98,470 520 98,990
13 特定非営利活動法人　市川市ユネスコ協会 68 77,911 420 78,331
14 八幡囃子保存会 79 140,396 2,714 143,110
15 傾聴ボランティア「赤とんぼ」 103 120,546 918 121,464
16 市川演芸ボランティアグループ 47 22,246 0 22,246
17 心の健康を守る会家族会　松の木会 74 83,489 480 83,969
18 いちかわ歩こう会 105 115,966 4,545 120,511
19 ウエスタン・マジッククラブ市川 72 107,590 144 107,734
20 心のふれあいボランティア「フレンズ」 151 182,543 1,653 184,196
21 「げんき会」（市川失語症友の会） 88 149,246 290 149,536
22 いちかわ大野・れんげプロジェクト 48 66,150 0 66,150
23 NPO法人　日本和運動開発協会 62 77,847 265 78,112
24 じゅんさい池　健歩・健走クラブ 32 80,917 1,010 81,927
25 視覚障害者家庭生活研究会 111 101,861 1,900 103,761
26 オカリナアンサンブル ヴェント 38 37,944 470 38,414
27 宮久保三味クラブ 46 83,034 0 83,034
28 市川子どもの外遊びの会 71 63,506 1,800 65,306
29 シルバーボランティアくすの木会 60 61,607 510 62,117
30 市川ウクレレクラブ（曽谷） 39 48,368 20 48,388
31 緑のみずがき隊 57 51,454 1,620 53,074
32 わんぱくの森の会 66 51,407 1,770 53,177
33 いくじネットいちかわ 39 38,041 80 38,121
34 楽譜点訳の会「ポコ」 61 90,351 540 90,891
35 北国分駅周辺を日本一良くする会 97 228,992 1,400 230,392
36 市川ジュニアBリーグ 673 916,373 1,720 918,093
37 着物リメイク研究会 31 101,430 0 101,430
38 特定非営利活動法人　行徳ITV 28 36,352 380 36,732
39 住み良い街を作る会 62 96,649 700 97,349
40 クリオネ 45 89,862 1,031 90,893
41 ガールスカウト千葉県　第83団 21 21,177 3,710 24,887
42 認定NPO法人　しゃり 54 81,000 120 81,120
43 手の会（地域の支えあい） 98 157,149 0 157,149
44 市川の空気を調べる会 64 51,708 110 51,818
45 市川写真家協会 79 111,719 1,120 112,839
46 市川市納税貯蓄組合連合会 22 58,850 0 58,850
47 万葉の里　真間史蹟保存会 72 100,774 690 101,464
48 いちかわ音楽療法の会 40 51,293 1,170 52,463
49 さかなちゃんクラブ 144 218,079 580 218,659
50 Re－いちかわ 96 77,106 6,069 83,175
52 特定非営利活動法人　Ｇ２プロジェクト 31 358,473 130 358,603
53 NPO法人　歌のボランティア*いちかわシャンテ 118 135,167 1,710 136,877
54 ブリンカデイラ小さな音楽会 17 25,913 0 25,913
55 チーム ピース チャレンジャー 64 85,455 100 85,555
56 MOA食育ネットワーク千葉・ハピネスクラブ 34 35,822 1,869 37,691
57 特定非営利活動法人　ゆたか 15 7,564 0 7,564
58 なのはな奉仕会 115 105,605 5,156 110,761
59 まちづくり家づくり　Cafe Ichikawa 39 79,485 990 80,475
60 アンサンブル市川 103 124,819 1,090 125,909
61 子育て応援メッセ実行委員会 64 86,598 10 86,608
62 Save Child 市川 27 36,673 733 37,406
63 市川なのはな会 112 266,852 40 266,892
64 特定非営利活動法人　「アート・空の会」 16 16,961 0 16,961
65 点訳ビーアイ 74 72,895 500 73,395
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見
え
る
の
は
︑
市
川
市
と
市
民
が
目
標
を
共
有
し
︑
と
も
に
活
動
し
て
い

る
と
い
う
姿
で
あ
る
︒
そ
れ
は
﹁
協
働
﹂
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
で
き
る

で
あ
ろ
う
︒
何
よ
り
注
目
し
た
い
の
は
︑
市
川
市
に
お
け
る
協
働
の
数
々

が
特
定
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
︑
日
常
的
に
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
こ
に
︑
ひ
と
き
わ
大
き
な
意
義
を
見
い
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

7　
1
％
支
援
制
度

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︑
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
は
︑
そ
の

ス
タ
ー
ト
時
点
で
市
川
市
な
ど
行
政
と
の
関
係
が
あ
っ
た
が
︑
活
動
の
基

盤
と
な
る
団
体
の
設
立
に
行
政
が
関
わ
る
こ
と
な
く
︑
市
民
の
自
主
的
な

活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
団
体
は
さ
ら
に
多
く
︑
活
動
も
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
︒
そ
の
多
様
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
多
く
の
団
体
の
活
動
費

を
助
成
す
る
と
い
う
財
政
面
で
応
援
し
よ
う
と
し
た
施
策
が
1
％
支
援
制

度
で
あ
る
︒

1
％
支
援
制
度
は
︑
二
〇
〇
四
年
十
二
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ

た
﹁
市
川
市
納
税
者
等
が
選
択
す
る
市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
に
関
す
る

条
例
﹂
に
基
づ
く
制
度
で
︑
地
域
づ
く
り
や
青
少
年
育
成
な
ど
の
一
翼
を

担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
N
P
O
な
ど
の
活
動
に
対
し
て
︑
個
人
市
民

税
納
税
者
等
が
支
援
し
た
い
団
体
を
選
び
︑
個
人
市
民
税
額
の
1
％
相
当

額
等
（
団
体
の
事
業
費
の
二
分
の
一
が
上
限
）
を
支
援
で
き
る
と
す
る
も

の
で
あ
る
︒
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
は
︑
納
税
者
は
支
援
す
る
団
体
を
三
団

体
ま
で
届
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
︑
ま
た
市
川
市
へ
の
納
税
者
で
な
く
と

も
︑
市
川
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
活
動
を
す
る
こ
と

で
得
ら
れ
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
届
出
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
︑

制
度
を
柔
軟
に
し
た
︒
1
％
支
援
制
度
は
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
支
援

し
︑
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
︑
同
時
に
納
税
に
対
す
る
意
欲
を

高
め
る
と
い
う
側
面
も
持
つ
市
川
市
の
新
た
な
試
み
だ
っ
た
︒
1
％
支
援

制
度
は
︑
自
ら
は
活
動
で
き
な
く
と
も
︑
活
動
に
関
心
を
持
ち
︑
応
援
の

気
持
ち
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
︑
こ
れ
も
ま
た
協
働
の
一
形
態
で
あ
る

と
い
え
よ
う
︒

6
︲
3
︲
11
は
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
度
の
1
％
支
援
制
度
に
対

す
る
届
出
の
一
覧
で
あ
る
︒
交
付
が
決
定
さ
れ
た
一
二
七
団
体
に
︑
延
べ

一
万
一
三
六
五
人
の
納
税
者
が
お
よ
そ
一
五
七
七
万
円
の
届
出
を
し
て
お

り
︑
地
域
ポ
イ
ン
ト
で
も
一
三
万
一
七
五
九
ポ
イ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
︒
1
％
支
援
制
度
は
他
自
治
体
に
先
駆
け
て
二
〇
〇
五
年
度
に
市
川
市

が
最
初
に
採
用
し
︑
全
国
的
に
知
れ
渡
っ
た
施
策
で
も
あ
る
︒
日
本
に
お

け
る
市
民
活
動
支
援
制
度
と
し
て
は
︑
市
川
市
が
嚆こ

う

矢し

と
な
る
わ
け
だ
が
︑

全
国
初
で
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
︑
そ
の
よ
う
な
制
度
が
実
施
さ
れ
る
だ

け
の
基
盤
（
要
素
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
重
要
な
こ
と
で
あ
る
︒

そ
の
後
︑
支
援
団
体
数
を
拡
大
す
る
な
ど
の
動
き
も
あ
っ
た
が
︑
1
％
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支
援
制
度
は
二
〇
一
五
年
度
で
終
了
し
︑
二
〇
一
六
年
度
か
ら
は
い
ち
か

わ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
制
度
と
し
て
新
た
な
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
︒

二
〇
〇
四
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
﹁
市
川
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
﹂
に
は
︑
都
市
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
五
つ
の
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
が
︑
そ
の
最
後
に
﹁
市
民
・
事
業
者
︑
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
方
策
と
し
て
︑

行
政
は
︑﹁
ま
ち
の
状
況
や
情
報
の
共
有
と
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
︑

市
民
参
加
の
機
会
づ
く
り
や
場
づ
く
り
を
推
進
し
︑
市
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
体
制
を
整
え
ま
す
﹂
と
し
︑﹁
将
来
都
市
像
の
実
現
を
目
指
し
て
︑

市
民
・
事
業
者
と
行
政
が
適
正
な
役
割
分
担
の
も
と
に
︑
互
い
に
協
力
し

て
街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
﹂（
市
川
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
と

し
て
い
る
︒
そ
れ
が
︑
市
川
市
で
強
く
発
揮
さ
れ
て
き
た
﹁
協
働
﹂
と
い

う
取
組
み
な
の
で
あ
る
︒

協
働
と
い
う
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
の
な
か
で
︑
毎
日
の
よ
う

に
各
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
市
民
活
動
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
︑
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
自
主
的
に
申
し
出
る
︑
提
供
す
る
）
の
意
識
の
高
さ

で
あ
り
︑
こ
れ
こ
そ
市
川
市
の
真
の
文
化
力
の
高
さ
で
あ
る
と
い
え
る
︒

そ
の
よ
う
な
市
民
の
様
々
な
活
動
の
拠
点
や
基
盤
と
な
り
︑
市
民
活
動
を

側
面
か
ら
支
え
る
も
の
と
し
て
︑
行
政
の
協
働
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
︒

展
示
や
発
表
を
す
る
文
化
会
館
や
ス
タ
ジ
オ
︑
知
識
の
取
得
や
感
性
の
豊

か
さ
を
育
む
図
書
館
な
ど
文
化
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
︑
市
民
の
文

化
力
を
高
め
て
い
く
大
き
な
チ
カ
ラ
と
な
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
そ
の
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
と
し
て
︑
資
史
料
の
分
析
や
検
討
を
行
う
博
物
館
な
ど
に
お
け
る

知
の
蓄
積
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒

第
一
章
で
述
べ
た
﹁
W
H
O
憲
章
の
精
神
を
尊
重
し
た
﹃
健
康
都
市
い

ち
か
わ
﹄
宣
言
﹂（
二
〇
〇
四
年
）
に
謳う

た

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
市
川
市

は
身
体
の
み
な
ら
ず
︑
心
の
健
康
︑
そ
し
て
環
境
の
健
康
を
め
ざ
し
て
い

る
︒
そ
の
背
景
に
は
︑
単
に
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
を
求
め
る
の
で
は
な

く
︑
心
と
生
活
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を
求
め
る
と
い
う
市
民
の
価
値
観

が
あ
っ
た
︒
そ
の
上
に
展
開
さ
れ
た
市
民
の
活
動
こ
そ
が
市
川
市
を
文
化

都
市
と
標
榜
で
き
る
最
大
の
根
拠
な
の
で
あ
る
︒




